
AAMT
The Asia-Pacific Association for Machine Translation

Journal

'N
o.26'

アジア太平洋機械翻訳協会



目 次

エ ッセ イ

海外情報

通常総 会

シンポ ジウム

f支イイサ早才っカ・り

新製品紹 介

イベ ン ト報告

言語知能 と機械翻訳

日一蒙一英の機械翻訳の研究開発計画

第7回 通常総会報告

AAM↑5周 年記念 シ ンポジウム

対訳例文と機械翻訳

Dr.SURF(メ デ ィア ヴ ィ ジ ョ ン)

翻訳 革命(九 州松 ド電器>

Trans Viand (ブ ラザー:i二業)

翻 訳ア ダプ タII CROSSROAD(NEC)

英 文 名文 メイキ ング(NEC)

JEIDA自 然言語処理技術に関する講演会

創造的ソフトウエア育成事業中間成果発表会

イベ ン ト紹 介  国 際 コ ミュニケー シ ョンフォー ラムの開催案内

海 外 ニ ュ ー ス

退任あいさつ

就任あいさつ

協会だより

事務局だより

第2回LACE研 究 会

BillGates氏 、 MTに つ い て 語 る

LISA Newsletterよ り

退任に際 して

三寒四温の 日々

「情報処理学会全国大会優秀賞」 を受賞

役員お よび委員の紹介

第6回MTサ ミッ ト

協会活動報告

1

12

Z

3

7

16

28

30

3L

3d

14

19

24

25

36

36

ZO

2L

L

4

13

18



曇 ッセイ

言語知能と機械翻訳

九州工業大学情報一L学部 教授 野村浩郷

 人間は生まれながらにして言語能力を持っている。

それに言語知識が同化されることにより、現実の言

語 を習得し、実際に言語 を運用する言語知能が形成

される。言語知能は、一つの言語だけではなく複数

の言語にも同時に対処する。 さらに、個別の言語に

対応するだけではなく、多言語に同時に対応もする。

人を感動 させる翻訳や、リアルタイムな通訳などは、

知能を越えて芸術にも見えてくる。

 人間の脳の一部に言語野があることをかな り昔に

教わった。また、脳の部分的な損傷は、言語能力を

劣化させた り、言語知識を欠落 させたりするとの話

しも聞いた。すなわち、言語能力 と言語知識からな

る言語知能は、物理的な物体としての脳の存在 と無

関係ではなさそうである。この主張を容認すること

は言語に関する人間機械論の立場を容認することに

もなる。 したがって、言語知能を機械化で きないは

ずはないということになる。これが、自然言語処理

研究の心の支えである。

 言語知能は特定の言語に限定されるものではなく、

いかなる言語にも普遍なものである。この故に、自

然言語処理は、普遍的な言語知能を機械の上に構築

し利用可能 とさせることを目的としてきた。また、

そのため、普遍文法 と呼ばれる計算言語学理論 を模

索 してきた。徐々にではあるが、言語知能に関する

知見は蓄積 されつつある。 しかし、普遍文法はおろ

か、特定言語の計算文法 さえも途轍 もなく厄介なし

ろものであるらしいことが分かってきた。すなわち、

言語知能は、人間知能の側面において、最 も高度な

知能の一つであるとの認識 もでて きた。 したがって、

言語知能への取 り組みは、人間知能解明 としての多

面的な取 り組みが必要である。

 世界を結ぶインターネットへの情報アクセスが老

若男女の日々の生活の日課になろうとしている。そ

のため、自然言語処理および機械翻訳への要請はま

すます高まってきている。いわゆる、インターネッ

トへの知的情報アクセスの技術を確立することへの

要請である。この技術は、情報検索、情報抽出、情

報要約、情報整理 、情報発信、お よびそれらの多言

語処理 ・機械翻訳 などの技 術の総称であ る,,こ の 要

請 に答 えるためには、技術 の飛躍 を急が なければ な

らない。研究 者 ・技術 者は、その飛躍 を求めて、 日

夜奔走 してい る。 しか し、今 日まで、その大 きな飛

躍 を見い だせ たとは言 い難 い。 この飛躍 は、 どこに

潜んでい るのであ ろうか。

 昨 今の驚 くべ き話題 の一つ に、クロー ン羊 にみ ら

れる遺伝 子科学があ る。言語能力 を形成す るため の

遺 伝子 もあるの であ ろ う、,しか らば、不道徳 なSF

話 になるか も知れ ないが、 その ような遺伝 子を見つ

けだ し、それが言語能力 を形成す る過程 を参考 にす

るこ とも考え られ る。そ して、その言語能力が言語

知識 を獲得す る過 程 を参考 にす ることも考え られ る,、

さらに、極端 な言い方 をする と、それぞれの直接 的

な成果物 を活用す る ことも考え られる、,この ような

研究が実際 に行 われているか どうかは知 らないが、

もし行 われる とした ら、技術 的な好奇心 だけでの動

機付けは許容 されないか も知れない(1

 夢 は 現実 となる。 したが って、夢 は大 きい ほ どよ

い。 しか し、技術 は一 歩つ つ注意深 く積み上 げられ

てい くものであ る、,処理 の対象 や進歩の フェーズに

より、その一歩が大 き く見 えることもあれば 、小 さ

く見える こともあ る、、一歩のサ イズは本質的 なもの

ではない。着実 な前進が成功 をもた らす,,言 語知能

へ の挑 戦は、外見 上は小 さくみ える 一歩一歩の積み

重 ねに よって進歩す るように思 える、,

 言 語 知能への着実 な一一歩は、最近始 まったばか り

である。例 えば、高度 な知見 と膨 大な労力を要する

計算機用 の辞書 ・文法の構築への取 り組 みである。

また、論文 執筆 だけ を目的 とするのではな く、網 羅

的 で緻密 な検証 を伴 う実際に役に立つシステム作成

へ の取 り組 みであるくJさらに、機械翻訳 システム を

多 くの 人が使用 するこ とに よる経験 の蓄積 とその フ

ィー ドバ ックである,,E5i語 知 能へ の飛躍 の足跡 は、

弛 まぬ小 さな一歩の積 み重ねに より刻 まれる ものか

も知れ ない。
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通常総会

第7回 通常総会の報告

 AAMT第7回 通常総会が、1997年6月23日(月)16時25分 か ら17時 にかけて、東京都港区芝公園の機械

振興会館地下2階 大ホールで開催 された。

 出席者数の確認により、参加61名(出 席32名 、委任状29名)を もって本総会の成立が宣言 されたのち、会

則により田中穂積会長が議長に就任 した。 また、議事録署名人として、田中穂積会長、辻井潤一副会長、奥

平捨男氏(野 々内隆理事の代理)の3名 が選任 された。

 つづいて議事に入り、下記の5議 案が配布資料にもとづ き上程 された。

第1号 議案 '96年度事業報告(案)

第2号 議案 '96年度決算報告(案)

第3号 議案 '97年度事業計画(案)

第4号 議案 '97年度予算  (案)

第5号 議案 その他会員提案事項

 上記5件 とも順次説明審議ののち、いずれも可決承認となった。

 また、昨年の第6回 通常総会で、副会長に後 日大学関係者から一名を追加選出するとの方針を受け、東京

大学、辻井潤一教授が就任 したので、辻井潤一副会長から就任の挨拶があった。

 最後に、本年秋に開催 されるMT Summit VIに 多くの会員参加を希望するとい う田中会長からの要請があ

り、総会行事は17時 に終了 した。

協 ya7 よ け

「情報処理学会全国大会優秀賞」を受賞!

 情 報 処理振興事業協会(IPA)の 創 造的 ソフ トウエア育成事 業の 一つ と して開発 を進め てい る 「機械 翻訳

ユ ーザ ー辞書共通 フ ォーマ ッ ト(UPF)設 定 活動」 を学会等で発表 してい ますが(AAMT Joumal No .19 P 1

～4参 照) 、この たび、情報処理学会での発表が優秀賞に選ばれ ま した。

 '97年9月24日(水)福 岡工大 で開催 され る第55回 全国大 会開会式 で表彰 され る とと もに、情 報処理学 会

の機関誌 「情報処理」9月 号 に掲載 され ます。

       第54回全国大会 大会優秀賞

「商用機械翻訳ユーザー辞書の共通フォーマ ット設定に向けて」

亀井真一郎(NEC)

斎藤由香梨(富 士通研究所)

赤羽美樹子(ノ ヴァ)

村木 一至(NEC)

平井 徳行(シ ャープ)

伊藤 悦雄(東 芝)

桧山  努(NEC情 報システムズ)

発表者 亀井真一郎(NBC)

 多数の関係企業が協力して進めているAAMTの 一大事業が表彰されたことは、たいへん喜 ばしいことで

す。おめでとうございます。

 なお、本年度末の完成をめざしてのより一層のご努力、実用化へ向けての会員諸氏のご協力をお願い申し

上げます。
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シン撮馨ウム

AAMT 5周 年 記念 シンポ ジウム

 AAMT創 立5周 年を記念 し、 「次世代の翻訳 を拓 くコーパスベース技術」の主題の下に記念シンポジウ

ムが開催 された。

 第7回 通常総会に先立ち、同日の6月23日(月)の9時30分 から16時15分 まで、会場 も総会 と同じく機械

振興会館地下2階 大ホールに116名 もの出席を得て盛会であった。

 シンポジウムは技術動向調査委員会委員亀井真一郎氏(日 本電気課長)の 司会により、開講時の田中穂積

会長の特別講演、および最後の辻井潤一副会長の特別講演と、その間に14名 の方々から招待講演、一般講演、

委員会 ・研究会報告がはさまれて、活発であった。

 なお、当日のシンポジウムの発表者とテーマは下記のとお りである。

 <特 別講演>

 1.  「コーパスベースの自然言語処理技術の展望」… 田中穂積会長(東 工大教授)

 2.  「言語知識のグローバル共有」       … 辻井潤一副会長(東 大教授)

 <委 員会 ・研究会報告>

 1. 技術動向調査委員会報告          … 村木一至委員長(日 本電気 部長)

 2. 市場動向調査委員会報告          … 石崎 俊委員長(慶 応義塾大教授)

 3. 例文評価研究会報告            … 横山晶一座長  (山形大教授)

 〈招待講演>

 1.  「用例 と規則の融合翻訳」      … 古瀬蔵氏(ATR音 声翻訳通信研究所 主任研究員)

 2.  「遺伝的アルゴリズムを用いた適応型機械翻訳手法」

                        … 荒木健治氏  (北海学園大 助教授)

 〈一般講演〉
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「事例ベース翻訳システムTOPTRANの 現況」…

「知識と翻訳   MTの はたす役割」   …

「文書走査を利用 した複合名詞解析」    …

「コーパスからの言語知識獲得技術 と

           機械翻訳への応用」…

仁井正治氏

堂野前進氏

久光 徹氏

(凸版印刷 部長代理)

(長瀬産業 次長)

(日立製作所 研究員)

北村美穂子氏(沖 電気)

「英語ニュース作成支援のための用例提示システム」

「パ ターンベ ース翻訳」

「アナ ロジー に基づ く構文解析」

「知識ベース増殖のための ソフ トウエ ア」

「定形文の用例 ベースの適用」

 … 浦谷則好氏  (NHK放 送技術研究所)
… 渡辺日出雄氏(日 本アイ・ピー・エム副主任研究員)

 … 安藤真一氏  (ATR音 声翻訳通信研究所)

 … 杉山健司氏  (日本電子化辞書研究所部長)

 … 畠中伸敏氏 (キャノン 課長)

業務欝躍灘,

UPF活 動 のホームペ ージ開設1

AAMTで は 、対 訳辞書 デー タの流通促 進 を目指 した活動(UPF活 動)を 行 ってお りますが 、この8月 か

らホー ムペ ー ジを開設 しま した。UPF活 動 の詳細 を調べ たい とき、 また

き、 どしどしア クセス して くだ さい。

               〈http:〃www.meshnet.or.jp/aamt-upf>

、 ご 意見やお問 い合わせ のあ る と
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箏務局だより

役員および委員の紹介

'97年 度 は
、基 本的には'96年 度 の体制を継続 しますが 、一部 交替等があ りま したので ご連絡い た します。

《役員》 下記2名 の方が交替されました。

       退任      就任

   理事 野々内 隆   松香 茂道

    〃 長沢 雅浩   三木 弼一

  したがって、現在の役員は下記のとおりです。

長

長

 

会

〃

会

副

事理

〃

 

〃

 

〃

 

〃
 
 
〃

 

〃

 

〃

事監

田中 穂積

小谷 泰造

岡村  正

辻井 潤一

松香 茂道

丸山  武

浅田  篤

榊  靖夫

吉川 英一

三木 弼一

田中 達雄

長尾  真

野村 浩郷

石崎  俊

佐藤 清俊

勝田美保子

順不同)

東京工業大学 大学院情報理工学研究科 教授

株式会社インターグループ 代表取締役

株式会社東芝 常務取締役

東京大学大学院 理学系研究科 情報科学専攻 教授

株式会社日立製作所 専務取締役

富士通株式会社 専務取締役

シャープ株式会社 副社長

沖電気工業株式会社 取締役研究開発本部長

日本電気株式会社 常務取締役

松下電器産業株式会社 取締役
ttin.r.n日本電子工業振興協会 専務理事

京都大学 工学研究科 電子通信工学専攻 教授

九州工業大学 情報工学部 知能情報工学教室 教授

慶応義塾大学 環境情報学部 教授
fLld
i/:A日本電子工業振興協会 常務理事

株式会社十印 代表取締役社長

《運営委員会》 委員長と委員4名 の方が交替 されました。

 委員長  奥平 捨男(株 式会社 日立製作所) → 雨宮弘和(株 式会社東芝)

 委 員  大宅伊久雄 → 永田 淳次(沖 電気工業株式会社)

  〃   村木 一至 → 種子田暁夫(日 本電気株式会社)

  〃   吉原 通年 → 高木 友博(松 下電器産業株式会社)

  〃   寺尾  卓 → 山畑征四郎(株 式会社インターグループ)

  したがって、現在の委員は下記のとお りです。 (順不同)

 委員長  雨宮 弘和 株式会社東芝 情報 ・通信制御システム事業本部担当課長

 委 員  奥平 捨男 株式会社 日立製作所 情報事業本部 公共企画部部長代理

  〃   永田 淳次 沖電気工業株式会社 研究開発本部 関西総合研究所 自然言語P.0

  〃   小川 潤三 シャープ株式会社情報システム事業本部情報商品開発研究所主任研究員

  〃   種子田暁夫 日本電気株式会社 調査開発部 調査課長

  〃   森本 秀樹 富士通株式会社 政策推進本部 技術企画部担当課長

  〃   高木 友博 松下電器産業株式会社 技術渉外部 副参事

  〃   山畑征四郎 株式会社インターグループ 取締役会議部長

  〃   野村 勇一 歎 日本翻訳連盟 専務理事 事務局長

  〃   古沢  章 獣日本電子工業振興協会 情報産業部 部長
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〃

〃

石崎  俊 慶応義塾大学 環境情報学部 教授

野村 浩郷 九州工業大学 情報工学部 知能情報工学教室 教授

《編集委員会》 現在下記の4名 です。 (順不同)

 委員長  野村 浩郷 九州工業大学 情報工学部 知能情報工学教室 教授

 委 員  富士  秀 株式会社富士通研究所 メデ ィア統合研究部

  〃   田村 真子 日本電気株式会社C&Cメ ディア研究所 音声言語主任

  〃   奥西 稔幸 シャープ株式会社情報商品開発研究所 主任

《技術動向調査委員会》立田種宏委員(ソ ニーテク トロニクス)が 退任 され、

  が永田淳次氏に交替されました。

  したがって、現在の委員は下記のとおりです。 (順不同)

委員長

委 員

 〃

〃

〃

〃

〃

〃

村木 一至

森本 康嗣

永田 淳次

平井 徳行

伊藤 悦雄

亀井真一郎

斎藤由香梨

川越  睦

畠中 伸敏

また、小松英二委員(沖 電気)

日本電気株式会社 C&Cメ ディア研究所 音声言語研究部長

株式会社 日立製作所中央研究所マルチメデ ィアシステム研究部 研究員

沖電気工業株式会社 研究開発本部 関西総合研究所 自然言語P.O

シャープ株式会社情報商品開発研究所 主任

株式会社東芝 東京システムセンターシステム開発部 開発担当

日本電気株式会社 C&Cメ ディア研究所 音声言語研究課長

株式会社富士通研究所 メデ ィア統合研究部

松下電器産業株式会社マルチメデ ィア開発センター 情報グループ第一チーム

キャノン株式会社 経営情報システム部 担当課長

《市場動向調査委員会》 古瀬 蔵委員(ATR)が 山田節雄氏と交替 されました,、

  したがって、現在の委員は下記のとお りです。 (順不同)

委員長

委 員

 〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

石崎  俊

坂本 義行

大高 政浩

中村  裕

森口  稔

松岡多恵子

杉村 領一

寺尾  卓

立田 種宏

堂野前 進

菊池 純一

森本 秀樹

山田 節雄

慶応義塾大学 環境情報学部 教授

東京家政学院筑波女子大学短期大学部 情報処理科 教授

株式会社日立製作所 ソフトウエア開発本部 関西設計部 第一グループ

沖ソフ トウエア株式会社開発第3部 係長

シャープ株式会社情報システム事業本部 第1技 術部 副主任

株式会社東芝 コンピュータ事業統括部コンピュータ商品企画担当主任

松下電器産業株式会社マルチメディア開発センター情報グループ 開発推進担当副参事

株式会社インターグループ 翻訳営業部 部長

ソニーテク トロニクス雛 ソフトウエア ・リサーチ推進室リサーチフェロー

長瀬産業株式会社 総務部文書課 翻訳担当次長

青山学院女子短期大学 教授

富士通株式会社 政策推進本部 技術企画部担当課長

ATR音 声翻訳通信研究所 第3研 究室 主任研究員

《ネッ トワー ク翻訳研 究会》 例 文評価研 究会は'96年 度 をもって終了 しました。代 わ って、

  翻訳研 究会がス ター トしま した。 メンバーは下記の とお りです。 (順不 同)

座 長

メンバー

 〃

〃

〃

横山

篠崎

松平

時岡

熊野

ネ ッ ト ワ ー ク

晶一(山 形大学 工学部電子情報工学科 教授)

直子(シ ャープ株式会社情報商品開発研究所 副主任〉

正樹 沖電気工業株式会社研究開発本部 商品企画チーム担当係長

洋一 株式会社インターグループ ソフ ト開発部 部長

 明 株式会社東芝 情報 ・通信 システム研究所 研究第5担 当 研究主務
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〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

《UPF会 議 》(順不同)

  したが ってメンバー は下記の とお りです、

座 長

メ ン バ ー

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

 〃

白木沢佳子 特殊法人科学技術振興事業団 科学技術情報事業本部 情報システム開発部

川越  睦 松下電器産業株式会社 マルチメディア開発センター 情報グループ第一チーム

安藤  進 青山学院大学 理工学部機械工学科 工業英語担当非常勤講師

塩津  誠 富士通株式会社 多摩工場第1ソ フ トウエア事業部 第3開 発部

小玉 修司 富士通株式会社 多摩工場第1ソ フ トウエア事業部 第3開 発部

堂野前 進 長瀬産業株式会社 総務部文書課 翻訳担当次長

立田 種宏 ソニーテク トロニクス麟 ソフ トウエア ・リサーチ推進室 リサーチフェロー

柏岡 秀紀 ATR音 声翻訳通信研究所 第3研 究室

    小松英二委員(沖 電気)が 永田淳次氏に交替されました。

村木 一至

森本 康嗣

永田 淳次

平井 徳行

伊藤 悦雄

亀井真一郎

斎藤由香梨

川越  睦

畠中 伸敏

湯村  武

時岡 洋一

岡  俊行

桧山  努

厚川 美和

日本電気株式会社 C&Cメ ディア研究所 音声言語研究部長

株式会社日立製作所 中央研究所 マルチメディアシステム研究部 研究員

沖電気工業株式会社 研究開発本部 関西総合研究所 自然言語P.0

シャープ株式会社 情報商品開発研究所 主任

株式会社東芝 東京システムセンター システム開発部 開発担当

日本電気株式会社 C&Cメ ディア研究所 音声言語研究課長

株式会社富士通研究所 メディア統合研究部

松下電器産業株式会社 マルチメディア開発センター 情報グループ第一チーム

キャノン株式会社 経営情報システム部 担当課長

三洋電機株式会社 ハイパーメディア研究所 言語情報研究室室長

株式会社インターグループ ソフト開発部 部長

株式会社ノヴァ 研究開発2部 部長

株式会社NEC情 報システムズ 技術システム事業部 第2技 術部

カテナ株式会社 ソフトウエアプロタクツ事業部 部長

《インターネットWG》(順 不同)

 リーダー 森本 秀樹 富士通株式会社 政策推進本部 技術企画部担当課長

 メンバー 立田 種宏 ソニーテクトロニクス箆 ソフトウエア ・リサーチ推進室リサーチフェロー

  〃   富士  秀 株式会社富士通研究所 メディア統合研究部

  〃   中島奈津江 松下電器産業株式会社 東京支社 技術渉外部

 オブザーバー 樋口 和雄 蕊日本電子工業振興協会 技術部 部長

 アドバイザー 野村 浩郷 九州工業大学 情報工学部 知能情報工学教室 教授

《事務局》 7月31日 付で、田中孝が事務局長を退任 し、中島泰雄が就任いた しました。

叢務揚織舞矧

ネッ トワーク翻訳研究会 第1回 会合 開催

 ネ ッ トワー ク翻訳研 究会は、9月10日(水)に 初顔合 わせ を してス ター トしました。

 この新研 究会の メンバーをAAMT Journa且No.19号 ほかで募集 した ところ、13名 もの方 の応 募があ り、そ

の第1回 会合がAAMT事 務 局 とな りのF会 議室 で開かれ、設立 までの経過報 告、 メンバ ー紹 介 に引 き続 き、

座長 として山形大学横 山晶一教授 を選 出、今後の活動方針等が審議 され ました。 これか らの活躍 が期待 され

ます。
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技術早わかり

対訳例文と機械翻訳

NTrコ ミュニケー シ ョン科学研 究所 白井 諭

 「翻訳家になったらやめるまで毎日が勉強なのに、

機械は 「就職」 したら毎回文字通 り訳すだけで全然

勉強しないね。」

 これは、以前、ある翻訳家が語ってくれた機械翻

訳 に対する率直な感想です。この方は、むしろ機械

翻訳に期待 し、辛口のコメントを下さいました。

 最近では、パソコンを買えば当たり前のように機

械翻訳が入っています。皆 さまの中にも使ってみた

方は多いと思います。それで、期待通 り使えました

か? 「使える」ようにするには、覚悟 を決めて辞

書などをしっかり整備する必要があります。しかし、

それでも 「使える」 ようになるとは限 りません。

 そこで、今回は、人間と機械の勉強の仕方を比較

してみたいと思います。それに先立って、まず、人

間と機械の翻訳の仕方の共通性や違いについて考え

てみます。また、人間と機械の違いを見つめ直すこ

とによって、先の翻訳家の期待に応える道を探 って

みることにします。

 あらか じめお断 りしておきますが、人間翻訳は筆

者の学校英語の経験 と翻訳家から聞いた話、機械翻

訳は筆者らの記述文に対する日英翻訳の研究に基づ

きます。皆 さまの印象と異なる点はご容赦下さい。

か ぐ 家 具 furniture

解 説 furnitureは 集 合 名 詞 で 数 え ら れ な い 。 し

た が っ て 、1個 の 家 具 はapiece【an article]of

furnitureと い う 。

◆ ぼ くの う ち に は 家 具 が た く さ ん あ る[あ ま り

な い]。 There lS a lot of[little】furniture in our

house.1(以 下 略)

1 翻 訳 の仕方、人間 と機械

人間の翻訳(そ の1)

 で は 、人間は どの ように して翻訳す るので しょう

か。例 えば、次の文の英訳 を考 えてみ て くだ さい。

ただ し、あなたは英語 を習い始め たばか りの中学生

です。

(問1)わ が 家 には家具 は少 ない。

 文 の意味 はわか ります。 しか し、 「家具」 の英語

がわか りませ ん。 しょうが ないの で和 英辞典で 「家

具」 を引いてみ ます。

 だい たい答 えが見 えて きましたが、念のため

"furniture"で 英 和辞 典 も引いてみ ましょう
,,

fur'ni・ture[f5:nitfa]匿]回[単 数 扱 い][集 合 的

に]家 具(日 本 の 「家 具 」 よ り範 囲 が 広 く 、 時 計

や ス トー ブ 、 ドラ イ ヤ ー な ど も 含 む 。(中 略)We

have little furniture.わ が 家 に は 家 具 は 少 な い 。

 お っ と 、 こ れ は ラ ッ キ ー 、 完 全 に 日 本 語 が 一致 し

て し ま い ま し た 。 従 っ て 、 問1の 答 え は しWe have

little furniture."で す 。

 皆 さ ま も こ ん な 経 験 を お 持 ち で は な い で し ょ う か,,

し か し 、 こ ん な に う ま くい く こ と は め っ た に あ り ま

せ ん 。 で は 、 次 は ど う で し ょ う か 。

(問2)あ な たの家 には家具があま りない。

 こ れ も 問1の 場 合 と 同 様 に 調 べ ま す 。 今 度 は 和 英

辞 典 の 例 文 の 方 が よ さ そ う で す,,「 ぼ く」 と 「あ な

た 」 が 違 い 、 「あ な た の 」 は 英 語 で は ししyour"、 「う

ち 」 と 「家 」 は 同 じで す か ら 、'"i'here is little furniture

in your house."は 容 易 に 導 き 出 せ る で し ょ う 。 こ れ

な ら 大 成 功 の 部 類 に 入 り ま す 。

(問3)ぼ くの うちには椅子があ まりない,

 今 度 は 「家具」 と 「椅 子」の違いです、 (首 をひ

ねっているあ なた、話 の都 合上、この ままもう少 し
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読 み 進 め て く だ さ い 。)

 さ て 、 「椅 子 」 は も ち ろ ん 「家 具 」 の 一 種 で す 。

そ れ で は 「家 具 」"furniture"を 「椅 子 」"chair"で 置 き

換 え て 、 答 え は...待 っ て く だ さ い 、 そ の 前 に

"furniture"に は 「集 合 名 詞 で 数 え ら れ な い 」 と い う

解 説 が つ い て い ま す 、,そ こ で 、"little"を"few"に 変

え て 、"椅 子"を 複 数 に 訳 し て 、 ししls"を"are"に

変 え て 、"There are few chairs in our house."と す る 必

要 が あ り ます 。 そ う し な け れ ば ペ ケ に な っ て し ま い

ます ね 、,

 皆 さ まはこれ くらいの問 だと瞬間的 に答 えて しま

うと思 い ます。辞書 こそ引か ない に して も、頭の ど

こかで覚 えてい る対訳例文 を使 うことによって、お

そ らく今で もこれに近い形で翻訳 してい るので はな

いで しょうか,,

機 械の翻訳(そ の1)

 コ ン ピュー タによる翻訳 に もこれ らと同 じ考 え方

で作 られている ものがあ ります。 「イグザ ンプルベ

ース(examplc -based)翻 訳 」、「実例 に基づ く翻訳」、

「類推(ア ナロジー)に よる翻訳」 などと呼ばれる

ものが それです、,様々なバ リエー シ ョンがあ ります

が 、手持 ちの例文集の中か ら似た ような文 を探 して

きて、その訳 し方 をお手本 にす るとい う点では、基

本的 に同 じ考 え方 とい って も良いで しょう。

 問1の ような何の加工 も しないで取 り出す タイプ

の システム は 「トランス レー シ ョンメモ リ」 と呼ば

れ ます。 これ まで にも解説 されてい ますが、 トラン

ス レー シ ョンメモ リの使 い道 について簡単 に述べ て

お きます,,こ のや り方の主な狙いは翻訳 業務 の効率

化 と言 えるで しょう,,例 えば次 のケースでは、 さき

ほ どの問1の ようなラッキーな ものが頻繁 に見つか

ります、,ある製品の改良型が出た場 合、それに伴 っ

てマニ ュア ルも改訂 され ます。 ものに もよるで しょ

うが、マニ ュアルの改訂 とい って も100%改 訂 され

る ことは まれで、60～80%は 前 版 と同一の記述で あ

る といわれてい ます。 もし、その製品が輸 出 されて

いる となる とマニュアルの翻訳 をや り直す必要があ

るのですが、同一部分に前 回の翻訳 を流用す ること

に より、翻訳の時 間 とコス トの両方が大幅 に削減で

きる とい うわけです。

 ま た、問3の よ うに、英語 の都合 をい ちい ち調べ

るの は大変です か ら、よ く使 われる表現 に対 して穴

埋め型の翻訳 をす る場 合 もあ ります。例 えば、問1

～3の 文が しょっ ちゅ う使 われ る とす るな ら、 「X

=1ぼ く,わ た し}のY=1う ち,家}に はZ={家

具}が あ ま りない」→"There is little Z in X'sY"と 「X

=1ぼ く
,わ た し}のY=1う ち,家}に はZ={椅

子,机}が あ ま りない」→"There are few Zs in X'sY"

の2種 類 の雛形 を用意 しておけば、一気 に翻訳で き

て しまい ます。 このよ うな翻訳 の仕 方はテ ンプレー

ト翻訳 と呼 ばれ ます。

機械翻訳 の仕組み

 問2や 問3を 実際 にコ ンピュー タに解かせ ようと

す ると、 い くつ か問題が 出て きます。 もっとも大 き

な問題 は 「何 を もって似 ている と判 定す るか」 です。

 さ きほ ど、問2を 解 く際 に、 「ぼ く」と 「あ なた」

が違い、 「うち」 と 「家」 は同 じ、な どとや りま し

た。 「ぼ く」 と 「あなた」 は同 じ語 ではあ りませ ん

が、代名詞で ある とい う点で は共通性 があ ります 。

また、問3で は 「椅子」 は 「家 具」 の一種である と

い う関係 に着 目 しま した。

 機 械翻訳で も同様の ことをや りたいのです が、 コ

ンピュー タは 「ぼ く」 と 「あなた」 の共通性 な どは

知 りませ ん。 そこで、同義語や 共通性 のある語 をあ

らか じめ束ねておいた もの 、シ ソーラスを使 って類

似判定 を行 ない ます。 シソーラスは、単 に単語 をグ

ループ化す るだけで な く、共通性の度 合いに応 じて

段 階的に大 きなグルー プにまとめ られています。類

似性 の判定では、 この グルー プの離 れ方で類似度 を

測 ります。例 えば、図の ようにシソーラスが作 られ

ている と します。 「椅子」と 「縁 台」は距離0、 「椅

子」グループ と 「家具」グループは距 離1、 「椅子」

グループ と 「机 」 グループは距離2な どとな ります。

 さて、問3の ところに話 を戻 します。問1や 問2

で は 、問1の ところ で示 した 「家 具」 や"furniture"

の項 目に載 っていた例文 を使 い ま した。首 をひね っ

ていたあなた、そ うです、問3は.,.お そ らく「椅

子」 や"chair"で 辞 書 を引 くのです。す る と 「家具」

の例文 を探 し出せ ないか も知 れ ません。少な くとも

英語 を習 い始 めたばか りの中学生 では無理 で しょう。

従 って、 さきほ どの問3の 解 説は、前提 の ところが
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間違 っていた ことにな ります。

 で は、 コ ンピュ ー タの場 合 は?し か し、 ご安心

下 さい、 コンピュー タは こうい う探索 は大変得意で

す。 「情報検索」 とい う技術 に依存す るのですが 、

覚えている例文であればた ちどころ に探 し出 して く

れるで しょう。その意味 で、問1～3は コン ピュー

タに とっては同 じような出題 と言え ます。

 さ らに、 「椅 子」 の例 文が辞書 に入 ってい なか っ

た らコンピュー タは問3を どうするか。その前 に、

人間に も別の翻訳の仕 方が必 要 にな ります。

人 間 の 翻 訳(そ の2)

 で は 、 人 間 は 問3を ど の よ う な 別 の 方 法 で

翻 訳 す る の で し ょ う か 。

 ま ず 、 「ぼ く の 」 は ししmy"、 「う ち」 は"house"、

「椅 子 」は"chair"、 「あ ま りな い 」は"not many"

ま た は"no[much"、 「な い 」 は"there be not"、

ま た は 「○ ○ に × × が な い 」 は も'there be not

× ×inOO"と い う 対 訳 情 報 を 辞 書 か ら 書 き

写 し ま す 。 そ して こ れ を順 序 よ く組 み 立 て て 、

"There are not many chairs in my house
."を 作

り出 し ま す 。

機械の翻訳(そ の2)

 単 語 や熟語 の訳 を調べて組み立て る。機械

翻訳では このや り方が最 も一般的 に行 なわれ

て い ます。 「ルー ルベ ー ス(rule‐based)翻

訳 」 と呼 ばれ、現在の多 くの機械翻訳は解析

・変換 ・生成 を順 に行 なう 「トランス ファー

方 式」 に基づいてい ます。

 否 、機械翻訳の歴史は もともとこちらのや

り方か らス ター トしま した。1957年 に ソ連が

人工 衛星、ス プー トニ クの打 ち上げ を成功 さ

せ たのが きっかけ となって、ア メリカでは コ

ンピュー タを使 って単語 置 き換 えに よ りロシ

ア語 か ら英語へ 自動 的に翻訳 しようとい う挑

戦 が始 め られ ました。これが実 質的な機械 翻

訳 の第1ペ ー ジと言えるで しょう。

 置 き換 えの単 位は単語 か ら句へ と改 良が進

め られ ます が、当時のコン ピュータの力不足

や前々回本欄にあるような 「人間の気づかない曖昧

さ」問題のためこの試みはいったん挫折 します。そ

のときの反省から、意味を扱う技術の研究や開発が

進められ、そして今 日のような機械翻訳につながっ

ていると言えるで しょう。

人間の翻訳(そ の3)

 トラ ンス ファー方式が 出た以上、「中間言語方式」

にも簡単 に触 れてお きます。中間言語 とい うと、例

えば、あ る番組の 日本 人 レポー タが どこかの国 に行

って現 地の人 にインタビューす るとき、質問e日 本

語→ 英語 →現地語 、回答=現 地語→英語→ 日本語 、

の ように してや り取 りをす る場 面の英語が思い浮か

び ます。中央 アジアなどでは、英語 と現 地語 の間 に、
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さらにロシア語が入る二段構 えになるこ ともある よ

うです。 まるで伝言ゲームですね。 この二段構 えの

方 は置いてお くことに して...

機 械 の翻訳(そ の3)

 機 械 翻訳の中間言語は、先 の インタビューの英語

と同 じ役割 を果たすわけです が、決 して似 ているわ

けではあ りません。中間言語 は人間が使 う言葉では

あ りませんので、人間の気づ かない曖昧 さの問題は

原則 と して持た ないはず です。 また、中間言語 なの

ですか ら、い ったん中間言語 に変 えておけば、 どの

言語 に翻訳す る場合に も共通 に使 える、 とい うのが

この方式の利点です。

 しか し、先の英語 と似 てないか とい うと、似 てい

るところもあ ります。いったん別 の言語 に変 えるわ

けですか ら、その とき伝言 ゲーム と同 じ問題が起 き

る可能性があ ります。

 「山」"mountain"と 「丘」"hill"は 一 見 対応 して い

るようですが、厳密 には対応 関係がず れてい ます。

中間言語では これ らの対応 のず れが生 じないよ うに

設計す ること、その際、 日英両言語 だけで な く他 の

言語の都合 も考える必 要が あるわけです。

 そ ん なわけで、厳密 に中間言語 たる もの はまだ存

在 していない ようです。

 トランス ファー方式や 中間言語方式 による機械翻

訳 については、これ まで に も何度か本欄 に取 り上げ

られてい ますので、これ くらい に して話 を先 に進め

る ことに します。

2 勉 強の仕方 、人間 と機械

人間の勉強

 人 間は どんな勉強 を して翻訳で きる ようにな って

い くので しょうか。

 まず最初 にや るの は単語 を覚える ことです。 もち

ろん、和英辞書や英和辞書 を使 えばある程度 は カバ

ーで きますが 、とて も効率は上が りませ ん。 「家具

furniture名(詞)U(ncountable)」 。 筆者 も単語 帳 を作

ってバ スや電車の中でめ くっていた覚 えがあ ります。

「一般的 にin a general way」 の よ うな熟語 も重 要で

す,,

 単 語 をた くさん知っているだけでは十分で はな く、

その使い方 も知 らなければな りませ ん。 「ここは ど

こ?」 は"Where am i?"だ 、 とい った慣用的 な も

のは一つず つ覚 えてい くしかあ りませ んが 、 「○○

に××がある」"there be× ×inOO"の よ うな も

のであれば ぐっ と応用範 囲が広が ります。 (だか ら、

お まえは英語 がで きないんだ、 とい うツ ッコ ミは さ

てお き、)学校英語 ではこの ような単語や熟語 を覚 え

るだけでかな り通用 した ような気が します。

 しか し、それだけではだめで、同 じ意味で あるこ

とを見抜 くこ とが徐 々に必 要に なって きます。例 え

ば、和 英辞 典を引いて も載 ってい ない ときどうす る

か。 同 じよ うな意味 の別 の言 葉で引いてみ るとい う

ことは、皆 さまもご く普通 にや ってい るで しょう。

英会話 のようにいちいち辞書 を引け ない ときは、 さ

らに一段 とこのワザ が大事 にな ります。

 学 校英語 では、あるいは実 用的 には、 この路線で

やっていけるわけですが 、翻訳 家 ともなると事情が

違 ってきます。 なんとか意味 が伝 わればいい、 とい

うので は翻訳家失格 で、多彩 な表現 を正 しく、 しか

も単調 にならないように翻訳 しなければ な りません。

しか し、そのような トレーニ ングに向 く整理 された

対訳 はそれ ほど多 くあるとは思 え ません。

 こ こか ら先 は筆者の推測 に過 ぎませんが、おそ ら

く日本語の表現のバ リエ ーシ ョン、英語の表現のバ

リエー シ ョンが翻訳家の頭の 中には無 意識の うちに

整理 されてい るので はないで しょうか。そ して、あ

る表現 を代 表的 な表現 に置 き換 え、その代 表的な表

現の 日英 を対応付け、そ して英語 の表現 のバ リエー

シ ョンに展開す る、その ように して翻訳 しているの

ではないで しょうか。 もちろ ん、代表 的な表現 の 日

英対応 づけ された もの 自体 を、一般 の人 よりはるか

に豊富 に蓄えているで しょうけれ ど。

,本語＼ __」 語1
 日本語2→ 代表的日本語→代表的英語→英語2

日本語r一 コ ぐ 吾3

機械 の勉強

 コ ンピュー タが勉強す る場 合 も同様 です。単語の

対訳 、熟語 の対訳 といった ところか ら覚 え始め ます。

それには、人間が使 っている英和 辞書や和 英辞書 を

片 っ端 から覚 え させ ればよいで しょう。 コンピュー

タの強み は何 といって も教 え られたこ とを決 して忘
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れ ない こと、例 えば、め ったに使 わない技術用 語の

訳語で も即座 に正確 に思い出 して くれ ます。 しか し、

送 り仮名1文 字違 って ももうわか らない とい う脆 さ

を同時 に持 ち合わせてい ます。脆 さを防 ぐには...

現 状 ではあ らゆるバ リエー ションを丹 念に教 え込 ん

でやる必 要があ ります。 これ を自動化 しようとす る

試み もあ ります が、あ らか じめ教 え られたパ ター ン

以外 に対応 で きない点 で、やは り人間の ような柔軟

さは持 ち合 わせ てい ませ ん。

 次 の段階 、言 い換 えになる と、 さらに状況 は絶望

的です。 というよ りも、その前 に人間 の気づ かない

曖昧 さの ため行 き詰 まって しまい ます。 それはなぜ

か。 ひとことで言 って しまえば、 コン ピュー タは人

間の ような常識 を持た ないか らです。 それ な ら、常

識 を教 えれ ばいいでは ないか。そ こが問題です。常

識 を定式化す る研 究 も進め られてい ますが 、当 た り

前の ことを定式化す るのはか な り大変 な仕事で ある

とい うことだけ指摘 してお きま しょう。1つ だ け例

を挙げ ると、 「大阪 と京都へ行 く」 と 「社長 と京都

へ行 く」 におけ る 「と」 の区別です。 こうい ったこ

とをあ らゆる場 合について整理する ことが必要です。

 で は、機械翻訳 に とっての現実 的な勉 強方法 はあ

るので しょうか。現 時点 での(そ して当分の間の)

ほ とん ど唯 一の答えが対訳例 文を覚 える とい うこと

だ と、筆者 は考 えてい ます。 文を さば こうとす ると

どうして も人間の気づ かない曖昧 さの問題 に直面 し

ます。対訳例文 だ と、結論 しか示 されていないわけ

ですが 、 どう訳せ ば よいかはわかるわけです。その

点 で、実例 に基づ く翻訳 は常識 の問題 を避 けて通る

こ とが で きるアプローチである と思 い ます 。

 常 識 を定式化す るのは大変 だ と申 し上 げ ましたが、

一方で
、対訳例文が大量 に集 まれば統計処理 な どの

手法 によ り常識的 な事項 を半 自動的 に抽 出で きるの

で はないか とい うことが期待 され ます。 この点 か ら

も対訳例文 を集め ることの重要性 は高 いと思 い ます。

実例 による翻訳 は、似てい ると判定 され ない限 り適

用 され ない わけですか ら、方式 と して は脆い と も言

えます。 もちろん、類似判定 にも改良の余地 はある

で しょうが、人間の ような柔軟 さは当分期待で きな

いで しょう。それ に対 して、 トランス ファー方式 に

よる翻訳は なん とか して答え を出 して くれ るわ けで

すか ら、 タフな方式である と言えるで しょう。 この

両者の協調、そ して、機械翻訳の主要 な知識源であ

る対訳例文集(対 訳 コーパ ス)の 構築 に期待 したい

と思い ます。

3 例 文集の利用、人間 と機械

 以 上のお話で、機械 翻訳 は人間の翻訳の仕 方をま

ねた ものであるこ と、そ して、機械 翻訳 を成長 させ

るには対訳例 文を集め る必 要が あるこ とをある程 度

お分か りいただけた と思い ます、,むす びの前 に、 も

う少 しおつ き合い くだ さい、,

 翻 訳 におけ る人間 とコンピュー タの基本的 な違 い

は何 で しょうか。人間は、た とえ英語 を習い始め た

ばか りの中学生だ と して も、 日本語は よ く知 って い

ます。 しか し、 コンピュー タは英語 はおろか 日本語

す ら知 らないのです! 知 らない言葉か ら知 らない

言葉へ の翻訳 一 そ う、それが 機械 翻訳 の実 態なの

です。

 そ れを踏 まえる と例 文集 に対す る見方 も当然 変わ

って きます。 人間は(あ る段階以上か らは)表 現 を

豊か ににす るため に例文集 を利用 し、コ ンピュー タ

はとにか く訳 を付 けるため に 「対訳」例文 集を必 要

とす ると言 えるで しょう。

4 むす び

 機 械翻訳は色 々な意味で対訳例 文を必要 と します、、

対訳例文は翻訳家の ノウハ ウに よって得 られ ます,,

翻 訳家 とい う専門家か ら知識 を得て成 り立つのです

か ら、見方 を変 えると機械翻訳はエキスパー トシス

テムの一種です。 しか し、一般のエキスパー トシス

テム と違 って、機械翻訳は極めて広い言語 表現の範

囲 をカバ ーす るこ とを義 務づ け られ て き ま した,

「適用範囲 を限 らなければ使 えない」 とい うのが機

械 翻訳 に対す る一般的 な評価 だ と思 い ます が、 これ

は 「適用範囲 を限れば使 える」 とい うこ とです,、筆

者 も機械翻訳 にかかわ る1人 として、 まず はその よ

うな意味 で使 える機械翻訳 を作 りたいと考 えてい ま

す 。
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簿タ鵬 報

          モ ンゴルにおける

日 蒙一…英の機械翻訳の研究開発計画
技術士協同組合 理事 仲佐博裕

 自然 言語処理 と自然 エネルギー分 野の協 同研究 を

討議 するため、モ ンゴル技術大学(Mongolian Tech-

nical University)バ ダルチ(Badarch)学 長 の招待 を

受けて、電気事業界出身の技術士2名 が1997年7月

9～16日 の モ ン ゴ ル国 挙 げ て の お 祭 「ナ ー ダ ム

(Naadam)」 の 期間 に首都 ウラ ンバー トル を訪 問す

る機会 を得た。

 モ ン ゴル国 は、 日本 の約4倍 の面積 に 日本 の約

1/50の 人 口 の内 陸 国、約230万 人 の 総 人 口 の約

1/4の60万 人 が標 高1350mの 草 原 盆地 上 の首 都

ウラ ンバー トルに集中 している。 同国は、13世 紀 の

チ ンギスハー ンによるモ ンゴル帝国建 国後 、元朝 を

含め世界 制覇を果 た した国、その後 の清朝 の支配下

か ら1924年 旧 ソ連 の支援 を得 てアジア最初の社会主

義国モ ンゴル人民 共和 国 として独立 、 さらに旧ソ連

の崩壊後 の1992年 民 主 国家 と して新生 、現在 は社会

主義計画経済 の破綻 に伴 う経済悪化が続 いてはい る

ものの、古 い歴 史 と伝統的 な文化 を持 ち、共通の蒙

古斑 のある 日本 人にとってふ る里の ような国 、大変

な親 日国 で もある。1992年 の 新生国家誕生後 、それ

まで の社 会主義時代 に否定 されてい たチ ンギ スハー

ンの再評価 、モ ンゴル文字の復活、チベ ッ ト仏教の

復興 、ナーダムの活性化、 などと共 に、外国語の学

習 もそれ まで のロシア語一辺倒か ら、国際語 と して

の英語や 、経済支援 を求め る相手国の 日本語の習熟

を目指す ことへの急速 な変化 をしつつあ る。

 モ ンゴル国の公用語はハルハ ・モ ンゴル語 、 日本

語の ルー ツとも言 われてい る極 めて類似 した言語体

系 を持 ち、双方の単語の変換 だけで語川頁を続 ければ

文意が通 じ合 えるほどの言葉である。モ ンゴル語 の

文字は、1941年 以 来約50年 間 ロ シアのキ リル文字 が

公用文字 と して使 用 されて きてお り、一 方民 主国家

と して再生後の1994年 か ら13世 紀 以 来の伝統 あるモ

ンゴル文字 を公用文字 にす るこ とを決定 した ものの、

その移行 には数多 くの問題 を含んでお り、当面 はキ

リル文字が使 用 されて行 くこ とにな りそ うで ある。

この伝統 あるモ ンゴル文字 は、表音文字で縦書 き、

行 は左 か ら右に進み、横 書 き化や数式表示 の困難 さ

が あ り、将 来このモ ンゴル文字の定着 を図 るには文

字体 の改 良な どの莫大な努 力が必 要 となろう。

 モ ンゴル技術 大学 では、バ ダルチ学長の指揮 の下

に、コ ンピュー タ科学管 理研 究所(Computer Scien-

ce and Management Institute)エ ル デ ンバ ー トル

(Erdenebaatar)所 長 を含 む ソフ トウェ ア工 学 部の

研究陣 によって、モ ンゴル語 の言語処理の研究 開発

プロジェク トを立 ち上げ ようと してい る。

 この プロ ジェ ク トでは、 まず 日一蒙 一英の辞書の

整備 、次 いで機械翻訳 の最新技術 の調査 ・情報交換

・修得 、及 び 日一蒙 一英機械翻訳 シス テムの開発 と

実用化 を進 めよ うとす る ものであ り、モ ンゴル技術

大学側 としては、アジア太平 洋機械翻訳協会 をは じ

め とす る 日本 の関連機関 ・専 門家の協 力 を強 く期待

してい る。筆者 は、これ まで原子 力情 報関係で培 っ

て きた 日一英機械翻訳技法 に基づ いて半年ほ ど自主

開発 した蒙 日 ・日蒙 の機械翻訳 ソフ トを携 えて、モ

ンゴル技術大学 に技術支援す るこ とで招 待 に応 えよ

うと初めて訪蒙 し、大歓迎 を得 た。この 自主開発の

翻訳 ソフ トは、 開発期間的 に もまだ不 十分な もので

はあるが、 日蒙言語体系の類似性 か ら、これ まで比

較 的容 易 にプログラム移行がで き、機械翻訳 プロセ

スの実演 も現地で行 え、今後の機械翻訳 の基礎作 り

に貢献 で きるもの と して大い に喜 ばれた。 モ ンゴル

人は頭脳 明晰 な優れた民 族であ り、ハ ー ド面 よ りも

ソフ ト面の産業開発 によって人口が少 ない点 を補お

うとしてお り、モ ンゴル人 自身 による将来 のソフ ト

ウェア開発 努力が期待 される。

 一方 、国力の基幹 であるエ ネルギー問題 について

は、現在 は旧 ソ連製 の時代物 の石炭火力発電 に頼 っ

ているが、将来 は世界 的に自然 エ ネルギー利用の時

代 になるこ とは必至 であ り、モ ンゴル国は、豊富 な

地下資源 ばか りでな く、良好 な風 力エ ネルギーや、

夏場の強力 な太 陽による光エ ネルギー、な どの クリ

ー ンな自然 エネルギーの 開発 を通 じて
、エ ネルギー

分野で ワール ドリーダーにな り得 るポテ ンシャルを
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秘 めてい る。 この よ うな背景 の下 に、モ ンゴル技術

大 学が中心 となって行 うべ き自然 エネルギー研 究開

発 プロ ジェク トについての討議 も行 って きた。

 広 大 な大 平原 に点在す る 「ゲル」の移動 テ ン ト住

宅 の中で、豊かな電化生 活 を楽 しみ なが ら、機械翻

訳 をは じめ とす る ソフ トウェ ア開発 に勤 しむモ ンゴ

ルの人 々、風力 に よる電気 や水 素の生成、太陽光 に

よる光エ ネルギ ーな どを輸 出資源 とするモ ンゴル国

の世界経済への貢献 、な どな ど、筆者 に とって、 こ

の度 の ロマ ンを求め たモ ンゴル国へ の初訪問の成果

は多大な ものであ った。

 終 わ りに、ナー ダムの開会式 ・モ ンゴル相撲 ・弓

術 ・競馬 の観 戦、市内や近郊の景勝地へ の観 光案 内

と乗馬 の初体験 、モ ンゴル舞踊 ・音楽会の観賞 、バ

ーベ キューや諸会食の接 待な ど
、バ ダルチ学長一家

と関係教授連 による手厚 い もてな しに対 して深甚 な

る感謝の意 を表す る次 第である。

  [1997.7。20 技 術 士 ・工博 仲佐博 裕記]

導嚇 局溜よ妙

   第6回MTサ ミッ ト

日本 か ら調査団 を編成 して参加

 第6回MTサ ミッ トは、い よい よこの10月 末か ら11月 上旬 にか け、ア メ リカ、 カ リフ ォルニ ア州南 部の

サ ンデ ィエゴで開催 され ます。

 当初 、 日本か らの参加 は、各 自が直接主催 者であ るアメ リカ機械 翻訳 協 会(AMTA)に 申 し込 む こと と

してお りま したが、 開催 日が近づ くにつ れ 「AAMT事 務 局が企 画 と りまとめ を して調査団 を編 成す れば、

会員 の皆 さんを中心 に多 くの方が参加 しやす くな るので はないか」 とい う要望が強 くな って きました ので、

急遽 、調査団 を編成す ることにいた しました。

 幸 い、 田中穂積AAMT会 長 に調査 団の団長 をお引 き受 けいただ き、幹事役 と してAAMT事 務 局 も同行 し

お世話す ることにいた します。

 調 査 団の概 要 は下記 の とお りですが 、旅行 手配 は富士通 直系の旅行 会社 「グ リー ンエ アサ ー ビス」 に依

頼 し、成 田空 港発着、 シ ンガポー ル航 空 ビジネス クラス利用 、6泊7日 のス ケ ジュ ールで44万Fj(航 空 機

代 、ホテ ル代 、サ ミッ ト参加費 を含 む)と い う割安料金が実現 した と考えてお ります。

《日 程 》 10月28日(火) 成 田 発 ロサ ンゼ ルス経由 サ ンデ ィエゴ着

     10月29日(水)～11月1日(土)サ ンデ ィエ ゴにてMTサ ミッ トVIに 参加。

                    カ タマ ランリゾー トホテル宿 泊

     11月2日(日) サ ンデ ィエ ゴ発

     11月3日(月) ロサ ンゼ ルス経由成田着

《費 用 》  一 人 当た り 44万 円

《参加 人員》 現 在 、10～15名 の 見込み

 参加ご希望の会員は、AAMT事 務局までお問い合わせ ください。す ぐに調査団資料をお送 りいた します。

出発日(10月28日)の1ケ 月前 まで参加申込みを受け付けております。

 この あ との第7回MTサ ミ ッ トは、2年 後 にAAMTが 主 催(1999年 、 シンガポールで開催 の予 定)す る

ことにな ってお ります。 これ を成功 させ るため に も、日本 か ら多数 の会員がサ ンデ ィエ ゴに参加 し、世界

の会員 と交流 を深め、経験 を積 まれるよ う願 ってお ります。
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イベン ト報告

講演会参加報告「JEIDA自 然言語処理技術に関す る講演会」

    富士通研 究所

        NEC

通信 ・放 送機構(TAO)
      ンヤーフ

津田 宏、大倉清司、富士 秀
田村真子

若尾孝博
小川潤三、山路孝浩、秋山広勝

1 全体概要

 社団法人日本電子工業振興協会(JEIDA)主 催に

よる 「自然言語処理技術に関する講演会」が1997年

6月17日 東京、19日大阪の2会 場で行なわれた。

 今回の講演会は、自然言語処理技術を高度情報社

会での期待に応えるもの とするべ く、 「情報利用に

向けた自然言語処理技術」をテーマに開催 された。

2 招待講演

2.1 ニ ュ ー ヨ ー ク 大 学 グ リ シ ュ マ ン 教 授

講 演 名 "Progress in Information Extraction&the

    Tipster Architecture"

 こ の 講演 は、米国にお いての情報抽出 につい ての

研 究、特 に、DARPA(The Defence Advanced Research

Projects Agency)が 中心 になって進めてい る情報抽

出に関す る研究 につ いて概観 した ものであ った。

 まず 、情報抽 出 とは、 テキ ス トか ら予め決め られ

た事例(イ ベ ン ト)に ついての情報 を取 り出 し、デ

ー タベ ース(テ ンプ レー ト)に 記録す るものであ る

とす る。情報抽 出システムは、基本的 にはパ ター ン

マ ッチ ングを使 って事例 を認識す るものであるが、

実際 は前処理が かな り必要 となる。 システム全体の

処理の流れ は、形態素解析、固有名詞の認 識、名詞

句 ・動詞句 の認定、 イベ ン トの認 定、照応 関係 の処

理 、デ ィスコース レベルの推論 となる。

 前 処理 と して重要 なのは、辞書や接尾 辞な どを使

っての固有名詞の認識、固有名詞が判 明 した上での

名詞句 、動詞句の認定であ り、それに基づ いての イ

ベ ン トの確認が行われるが、 ここでパ ター ンマ ッチ

ングが普通使われ る。 また、照応 関係 の処理 、対 象

とす るテキ ス トの ドメインの知識 を利 用 したデ ィス

コー ス レベルの推論が行われ る。

 シ ステムの設計上の問題点 と して、フルパ ース(深

い構文解析)を 行 うか どうかが分析 されて、突 っ込

んだ構文解析 は、処理時間がか か り、長 い文の処 理

も難 しく、情報抽出 とい う仕事 の性 質上い らないの

では ないか と結論 された。実際 のシステムでは、パ

ーシャルパース(部 分的構文解析)を 行 うのが普通

であ る。

 情 報抽 出の研 究 を中心課 題 とす る、米国DARPA

が 主 催す るMUC(Message Understanding Conference)

の 、 第6回 、第7回 大 会 の概 要、 ま た、MUCは 基

本的 に英語の テキ ス トが対象で あるが、英語以外 の

言 語 の テ キ ス トか ら固有 名 詞 を認 定 す る、MET

(Multilingua且En[ity Task)の 紹 介が あった。

 最 後 に、関連 した プロ ジェ ク トと して、DARPA

が 進 め るTipster(チ ッ プ ス ター)が 紹 介 され た。

この プロジェク トの 目標は、情報抽 出システム、情

報検索 システムな どの言語処理の システムが 共通 で

使用出来 る環境 を整える ものであ る。現在 、この環

境の基本の部分は出来てお り、 アメ リカ政府 で も、

この環境で使 用出来る システム を幾つか 開発 してい

る。

2.2 マ イ クロ ソフ ト社 ドラン氏

講 演 名 "Research in Natural Language Processing at

    Microsoft"

 Microsoftで は 、7言 語(英 、 日、韓、仏、独、

中、西)の 文法 と辞書 を作成 してい る。機械翻訳の

方法は、中間言語形式 である。全体的 には 「長い複

雑 な文の解析」「ドメイ ンに よらない機械翻訳」な ど、

深 い レベルでの処理技術 を開発 している ようだ。 ア

プ リケーシ ョンとして、意味解析 を含 まない レベル

では、Grammar CheckerがWord97に す でに含 まれ
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てい る(日 本語版 において もすで にあ る)。

 目についたのは、意味概 念抽出方法 と抽出 された

概 念 をつかっての曖 昧性 の解消 などであ る。 これは、

MindNetと 呼 ばれ る意味 ネ ッ トワー クを、一般 の辞

書(英 英辞典)か ら自動獲得 する、 とい うものであ

る。1つ の語 のエ ン トリーについて、意味 を定 義 し

ている文 を解析 してその意味構造 を抽 出す る。 その

と き、あ らか じめ20程 度 の意 味 関 係(例:ls _a,

Purpose, Means, Location, Typ _subj)を 用 意 してお き、

それ を使 ってその定義文の意味 を表す。簡単 な例 を

挙げ ると、

bird n. a creature that flies with its wings...

hawk n. a bird that has claws...

 とあ る とする と、ここか ら次 の ような意味構 造

が抽 出で きる。

Is_a (bird, creature)

Part (bird, wing)

Typ_subj (fly, bird)

ls_a (hawk, bird)

(2) ク ラ ス タ リ ン グ

 2つ の 単 語 間 の 、 可 能 な パ ス を 全 て 列 挙 す る と 、

 共 通 し た 意 味 ク ラ ス を 抽 出 で き る 。例 え ば 、meet

 とroomを 例 に と る と 、 そ の2つ の 単 語 間 の パ

 ス の 途 中 に 、guest room、 board room、 assembly

 roomな ど が あ り、 しか も 、 ど れ もmeetに 対 し

 て はLocation、 roomに 対 し て はPartと い う 関

 係 で あ る の で 、 こ れ ら を1つ の ク ラ ス と して ま

 と め る こ と が で き る 。

(3)Metonymy

 例 え ば 、"p且ay classica1"と い う 表 現 は 、 本 来 は 、

 「ク ラ シ ッ ク 音 楽 を 演 奏 す る 」 と い う意 味 で あ

 る 。"p且ay dassical"と い っ た と き の"classical"は

 "classical music"の 意 味 で あ る こ と が わ か ら な け

 れ ば な ら な い が 、 そ れ は"play"と い う 単 語 と 、

 "classical"と い う 単 語 の パ ス の 中 にmusicと い

 う単 語 が 出 て く る こ と か ら わ か る 。

3 専門委員会活動報告

3.1 テ キ ス ト処理技術専門委員 会

 こ れ を つ な い で い く(例 え ば 、creature←is_a-bird

←ls _a-hawk‐Part→clawsな ど と い っ た よ う に)と 、

次 の よ う な こ と が で き る 。

(1)曖 昧 性 の 解 消

  a)  Isaw a bird with a telescope.

  b)  1saw a girl with a hat.

統語的 にはa)、b)と も に2通 りの構造が考 え

られ るが、a)の 、 with以 下 の前 置詞句 は、 saw

にか か り、b)のwith以 下 はgirlに か かる。

単語間の意味 ネッ トワー ク内でのパ スの距離が

短い方 をとれば正 しい構 造が出せ る。a)で は

birdとtelescopeの 距 離 よ りtelescopeとseeの

距 離 の方 が短 い。b)に お い て も、seeとhat

よ り も、gir1とhatの 方 が パ スが短 い。曖 昧性

の解消 は、Syntax+意 味 ネ ッ トワー ク(Mind‐

Net)に よ って行 なわれ る、 とい うこ とで あ る。

 テ キス ト処 理技 術専門委員会には、1)コ ーパ ス

作成 ワーキ ンググルー プ、2)技 術動 向調査 ワーキ

ンググループ、3)市 場調 査ワーキ ンググループの

3つ のワーキ ンググループが設置 されてお り、グル

ープで活動 を行 な っている
。

 本 報告 では、上 記各 ワーキンググループの平成8

年 度 の活動が紹 介 された。以下 、ワーキ ンググルー

プご とにその概 要 を報告す る。

 コ ーパ ス作成 ワーキ ンググループで は、研究利用

のための 日英対訳 コーパスの作成 を行 なっている。

機械翻訳 を中心 とす る昨今の 自然言語処理分野で は、

研究の ための大規模 なコーパ スを必要 と して いる。

しか し、著作権 や費用 な どの問題が あ り、広 く用 い

られ るよ うなコーパスが ない。そ こで、当 ワーキ ン

ググループで は、 日英対訳 コーパ スを作成す ること

に した。対象 としたのは、政府機関の刊行物であ り

著作権の問題が少 ない と思 われ る 「環境 白書」と 「経

済 白書」であ る。利用許諾 は関係政府機関 と交渉 し

て得 た。 フ ォーマ ッ トは、 ヨー ロ ッパで進め られて

い る対訳 テ キス トコーパ スの プロ ジェク ト"lingua"
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など を参 考 に してTEI形 式 で行 なった。今後 は、

コーパスの さらなる充実 を図る とともに 日本語 と英

語の 自動対応づ けの研究 な ども行 なってい く予定で

ある。

 技 術動向調査 ワーキ ンググループで は、自然言語

処理の要素技術 に関連す る製 品につ いての情報 を載

せて いるWWWペ ー ジの リス トを作 成 した。 さら

に、独立 した製品に関す る情報 だけで はな く、製品

の一部 と して使 用 されている技術 や企業 の社内用の

ツール、 フリー ウェアについて も情報 を収集 した。

これは、ある要素技術 に関 して、それが製 品 として

確立 されていない場 合には、関連す る情報 を得 るの

は困難であるので、そのよ うな情報 を集め て公 開す

るためである。 しか し、このよ うな製 品化 され てい

ない要素技術 すべ てを対 象 とす るのは不可能 なので 、

今回は、形態素解析 システムに関す る情報 のみ を集

めた。今後 も、対 象を拡大 して調査 を続行す る予定

である。

 市場 調査ワーキ ンググループで は、インター ネ ッ

ト利用者のニーズに関す るアンケー ト調査 を行 なっ

た。昨今のパ ソコ ンの普及等 によ り、 ネ ッ トワーク

を介 したサー ビスが 多様化 してい る。 そこで、現在

の インターネ ッ ト利用 にお ける問題点や将来のサー

ビスに対す る期待 を探 ることを目的 と して、当 ワー

キ ンググループでは 「インターネ ッ トにおけ る情報

利用 の現状 と期待」 に関す る市場 アンケー ト調査 を

行 なった。 ア ンケー トの内容 は、 ネ ッ トワー ク上の

文書デー タの利用 、電子新聞、電子図書館、 ネッ ト

ワー ク上の英語 の使用、 インター ネッ ト情 報検 索に

ついてであ り、それぞれで、現状 と将来への期待 を

設問す る もので ある。 アンケー トはホームペー ジと

電 子 メイルで行 ない、約200件 の 回答 を得 た。今後

は、回答 の分析結果 に基づいて、各要素技術 の学識

経験者 や組織への ヒアリングを行 ない、 より詳細 な

調査 を行 なう予定である。

3.2 対話処理技術専門委員会

 同委員会は、慶応大学の石崎先生を委員長 として

11名の委員で構成され、オブザーバーとして慶応大

学の先生や学生も加わりながら1回/月 のペースで

委員会を開いて活動が行われている。同委員会の目

的は、マルチモーダル対話コーパスの作成基準を提

案す るこ とにあ り、平 成8年 度 はマ ルチモー ダル対

話 コーパス とその収録 方法 等の調査検討、お よび収

録の実験 を行 った。 また、対話 コーパスやマ ルチモ

ーダル対話 に関 して国内外 の大学 や研 究機関の 人を

招 き ヒア リングが行 われた。

(1)マ ルチモーダル対話 コーパス

 マルチモーダル対話 とは言語に加えて身体動作

 によっても情報が伝達 される対話であ り、音声

 情報 と画像情報を収録 したものである。人間対

 人間の対話の他に、人間対計算機(の ふ りをし

 た人間)と の対話(Wizard of Oz方 式と呼ばれ

 る)を 収録する場合もある。身体動作としては

 手の動 き、頷 き、微笑み、アイコンタクト等が

 あるが、自然な表情の収録や表情のタグ付けの

 基準が難 しいとのこと。

  対話を収録する際に設定する課題には、質問

 応答型、教示型、協調問題解決型等がある。課

 題は対話コーパスを収録するための対話参加者

 の動機づけに影響を与える。対話コーパスへの

 タグ付 け につ いて は様 々な提 案 が あ るが

 (CHAT等)、 標準はまだない。

(2)収 録実験

 マルチモーダル対話コーパスの作成を体験する

 ための収録実験として、 「顔課題」 と 「地図合

 わせ課題」を設定 し、二人の委員が対話を行い、

 対話者の上半身正面の画像と音声を収録 し、二

 つの画像と音声を1画 面に合成 して1本 のテー

 プに記録するという方式が報告 された。 (平成

 9年 度に入って、ダビングしたテープを各委員

 に配布 し、会話へのタグ付けや会話と動作の関

 係等の分析を試みているとのことである。)

(3) ヒア リング

 ヒ ア リングの一 つ と して 、NTTの 石 崎 氏 に よ

 る 「Discourse Tagging Workshop参 加 報告、お

 よび 日本 における談話 タグ標準 化の現在」 があ

 っ た。 このワー クシ ョップは今 年2月 に ドイッ

 で2回 目が開催 され、これに対応 して 日本で も

 実 際 の対話 に タグ付 けを して結果 を評価 しよう

 と している とのこ と。 この ワー クシ ョップは次

 回(来 年 の春)は 日本での 開催 を予定。

一16一



 同委員会の平成9年 度の活動 としては、自然

言語 と音声の統合技術や、対話における画像情

報の役割などのテーマについての調査研究が行

われるとともに、平成8年 度の収録実験 をもと

に実際に小規模な対話コーパスが作成 されるこ

とにより、対話コーパス構築のためのガイドラ

インが作成 される予定である。

3.3 ネ ッ トワー クアクセス技術専門委員会

 ネ ッ トワークア クセ ス委員会 は、平成8年 度 か ら

新た に発足 した委員会であ る。 イ ンターネ ッ トの提

供す る大量の情報 に対す る知的 アクセスの問題 に対

し、 自然言語処理 や情報検索の立場 から調査研究 を

行 うことが 目的で ある。主査 は九州工業大学 の野村

浩郷教授 で、各社 から自然言語処理 やネ ッ トワー ク

の研究者が委員 として参加 している。報告会 では、

アクセスイ ンタフェース、検索サ ー ビス、検索エ ン

ジ ンの3つ の テーマについ て活動報告が行 われた。

 ア クセ スイ ンタフェースにつ いては、 クラ イア ン

ト寄 りの技術 やユ ーザ インタフェースの調査 が主 で

ある。 アクセスの基本 となるのはセキュ リテ ィであ

る。 その上 に、イ ンタフェースを支 えるエージェ ン

トな どのネ ッ トワークプログラム技術。ユ ーザに近

い ところで、パー ソナ ルWebと 呼 ばれ る情 報 ア ク

セスの個 人適応技術や 、機械翻訳 お よび多国語処理

がある。

 検 索サ ー ビスではイ ンターネ ッ ト検索 サー ビス、

電子 出版 、電子 図書館 が調査範 囲である。現行 の 日

本の16のWWW検 索 エ ンジ ン、海外の4つ のWWW

検 索 エ ンジンに関 して、情 報収 集お よび情 報提 示の

点か ら調 査を行 った。 今後 の課 題 と して、キー ワー

ド抽 出の精度 の改善、文書 分類 や 自動抄 録 を利用 し

た情 報提 示が述べ られた。

 検 索 エ ンジンでは、ギガバ イ ト時代 の 自然 言語処

理 を支え る技 術 について調 査が行 われた。 日本語 を

含む東ア ジア言語 は、文字 種が多 く、単 語が分か ち

書 きされてい ないため、全文検 索が必要 となる。そ

の基本的技術 と製品動向について報告書で述べ られ

てい る。他の トピ ックと して、有限状態機械 による

自然言語処理、情報 フ ィル タリング、情 報抽出 と可

視化 に関 して、技術的 な調 査が行われた。

 各 テーマ と も現在 インター ネ ッ ト上で非常 な勢い

で進歩 してい るので 、今後 も調査 を継続 してい く予

定 とい うことであ る。会場か らは 、電子 メ イルを利

用 した システムお よび標準化 に関 して調査 を行 なっ

た らとい うコメン トがあ った。

 ネ ッ トワー ク情報への知的 アクセ スは、 自然言語

処理 の大 きな応用 とな りつつあ る。本委員会の対象

は現在 最 もホ ッ トな領域 なだけ に、期待 も大 きい。

インターネ ッ ト時代 に自然言語処理の 各技術が どう

あるべ きかの指針 も、今後の調査で示 して欲 しい と

思 う。本委 員会の報告書は、他の委員会 に比べて さ

す がに多 くのURLが 含 まれ てい る。 この報告書 は

オ ンライ ンで公開 して もらった方が有用だろ う。

4 パ ネルデ ィスカ ッシ ョン

 講 演 会の内容 は、東京会場 ・大阪会場 ともほぼ同

じで あったが、パ ネルデ ィス カッションのみが両会

場で異 なっていた。

4.1 東 京 会場

 パ ネ リス トは以下の4人 で、パ ネルに先だって、

以下 の表題 で個 別の プロポ ジションが行 なわれた。

・徳永健伸氏(東 京工業大学)「言語処理技術は情

報検索に貢献できるか」

・安川秀樹氏(松 下電器)「共起情報を利用 した文

書検索」

・林 良彦 氏(NTr情 報 研 究所)「ネ ッ トワー ク上

の情 報利用(探 索 ・ナ ビゲー ション)に 向けた

自然 言語処理」

・西野文人氏(富 士通研究所/EDR)「 情報を有効

に利用するには」

 「ネ ッ トワー ク上での 自然言語処理は従来の もの

とどう違 って くるの か?」 とい う質問が会場か ら出

た。 これ に対 しては、ネ ッ トワー ク上では、 これ ま

で対象 と してきた もの とは文体が違 う(話 し言葉 と

書 き言葉の 中間 、話 し言葉 、助詞の省略)と い うこ

とが挙げ られた。
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4.2 大 阪 会場

 各パネラーの発表内容は、実現可能性において大

きく2つ(す ぐにできるもの、5年 ～10年 しても出

来るかどうか微妙なもの)に 分けることができる。

 武田助教授(奈 良先端大学)は ネットワーク全体

(知識源)の 観点から、有田氏(三 菱先端技術研究

所)は 個人の手元に集まった情報(パ ーソナル情報

空間)の 活用の観点から、共に 「情報抽出、組織化、

整理、加工(知 的情報統合)」の重要性や 「概略の把

握(全 体像の認識)」の必要性を訴えていた。情報の

多様性に対するロバス トさが必要であ り、それは既

に確立 された言語処理技術(形 態素解析やパターン

処理など)を 利用することで実現できる。

 坂本氏(沖 電気工業)、飯田氏(ATR)か らは、よ

り高度な言語処理技術を前提に した発表があった。

目的 ・動機を正しく理解(意 図理解)し た上で、価

値ある情報(対 象の意味理解)を 検索することが重

要であり、検索、翻訳、抽象化を包含 した知的な情

報収集が望 まれている。

 ディスカッションでは 「内容理解の必要性」が議

論の1つ になった。テンプレー トや統計処理でもあ

る程度の意図理解ができる一方、ネットワーク上の

情報が既存の情報メディア(雑 誌など)を 上回るた

めには、情報の内容にコミットした上で個人の情報

を構造化することが必要であるという意見も出され

た。

箏務局だより

協会活動報告

第7回 通常総会 6月23日 ①'96年 度事業報告 ②'96年 度決算報告 ③'97年 度事業計画

            ④'97年 度予算 ⑤理事交替他

AAMT 5周 年記念シンポジウム

        6月23日 特別講演 「コーパスベースの自然言語処理技術の展望」 田中穂積会長

              〃  「言語知識のグローバル共有」       辻井潤一副会長

            招待講演 「用例と規則の融合翻訳」        ATR 古瀬 蔵氏

              〃  「遺伝的アルゴリズムを用いた適応型機械翻訳手法」

                                北海学園大学 荒木健治氏

            一般講演      9件

            委員会 ・研究会報告 3件

理  事  会

臨 時 理 事 会

運 営 委 員 会

市場動向調査委員会

技術動向調査委員会

編 集 委 員 会

5月28日

7月22日

5月20日

6月16日

7月17日

7月29日

6月17日

8月19日

7月7日

インターネットWG 8月27日

JTF-AAMT交 流会 8月6日

①'96年 度 事業報告案 ②'96年 度 決算案 ③ 研 究会の改組

① 理事交替 ② 事務 局長交替 ③ 運営 委員長交替

①'96年 度 事業報告案 ②'96年 度 決算報告 案 ③ シンポ ジウム

④MT Summit⑤ 報 告、連絡事項

①総 会お よび シンポ ジウム ②MT Summit③ 報 告、連絡事項

①総 会お よび シンポ ジウムの反省 ②MT Summit③ 報 告、連絡事項

① 日経 トレンデ ィ副編 集長尾 島和雄氏 との懇談 ② 連絡事項

① シンポ ジゥムの準備 ②UPF(IPAプ ロ ジェク ト)の 検 討 ③ 連絡事項

① シ ンポジウムの総括 ②UPF③ ユ ーザー向 シンポ ジウム ④ 連絡事項

①AAMT J・urnal No.ユ9の 反省 ②No.20の 編 集 ③MT Summit

④ 連 絡事項

①AAMTホ ー ムペー ジ開設後の状況 とこれか らの進め方 ② 連絡事項

UPF(IPAプ ロ ジェク ト)の 説明
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イベント報告

創造的ソフ トウエア育成事業

  中間成果発表会報告

 情 報 処理振興事業協 会(1PA)は 、平成8年 度 および9年 度の2年 にわた り創造的 ソフ トウエ ア育成 事業

を推進 している。本年3月 末でその前半が終了 したので、去 る6月10日 ～12日 の3日 間 、東京 プ リンスホテ

ルにおいて中間成果発表 会が開催 された。

 当協 会の技術動 向調査委員 会が中心 となって進 めている 「機械翻訳 ユーザ辞書 共通 フ ォーマ ッ トUPF設

定 活動」(詳細 はAAMT Jouma且No.19 P 1～4参 照)は 、6月12日(木)10:00～10:30、 「日本語情報海外

発信促 進の ため の言語知識 コンテンツ蓄積 ・流通支援 ソ フ トの開発」 とい うタイ トルで、雛NEC情 報 シス

テムズ技術 システム事業部主任桧 山努氏が講演 した。

 この講演 は 「知識情報処理/エ ージェ ン ト技術」 とい うセ ッシ ョンで行 われ、この他 に下記の6件 が発表

され た。

10:30-11:00

11:00-11:30

11:30-12:00

12:00-12:30

13:30-14:00

14:00-14:30

「エージェン トモデルに基づ く統合メタメディア環境の構築」

   須栗裕樹氏 麗コムテック営業本部 部長

「知識べ一ス増殖のためのソフトウエアの開発」

   杉山健司氏 無 日本電子化辞書研究所研究部 部長

「多戦略学習によって効率的に構造 を創発するソフ トウエアの開発」

   岡 夏樹氏 松下技研魔 情報ネットワーク研究所

「言語活動を知的支援するための辞書の作成 ・利用技術の開発」

   松本裕治氏 奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究所 教授

   大林正晴氏 凝管理工学研究所

「遠隔地 コンシs一 マ用ホームアプレットとホームエージェントの開発」

   小熊信一郎氏 難アプリックス 研究開発部

「想起型情報検索 と概念創造のソフ トウエアの開発」

   今井賢一氏 スタンフォー ド大学 日本センター教授

   飯田敏幸氏 日本電信電話難 コミュニケーション科学研究所

 最 後 に、松 本裕治氏 の司会で、飯 田、 岡、小熊 、杉 山、須栗 お よび村木 一至氏(AAMT技 術 動向 調査 委

員会委 員長、 日本電気魔C&Cメ デ ィア研究所 研 究部長)の6人 の パ ネラー によるパ ネルデ ィス カ ッシ

ョンが行われた。杉山氏お よび松 本氏の発表 も、機械翻訳 に非常 に関連深 い ものであ り、当協会の進め るプ

ロジェク トとよ く連携 をとって進め ることが確認 された。

イベン ト報告

1長 尾真AAMT前 会長がNHK教 育 テ レビで講義!

 当協 会の前会長、現理事 、長尾 真氏(京 都大学 教授)が 、7月 か ら9月 にかけてNHK教 育 テ レビ 「人間

大 学」 で、 「マルチ メデ ィア ・21世 紀 の見 取図」 とい うテーマで講義 をされている。

毎週水 曜 日22:45～23:15の30分 間放 映 され、翌木曜 日15:00～15:30に 再放 送 される。

 9月3日(9月4日 再放送)の 第9回 には、 「機械翻訳の可能性」 と題 して、機械翻訳の難しさ、日本語

文の特徴、機械翻訳の原理、機械翻訳の限界と使い方等々機械翻訳の現状 と問題点、今後の可能性について

講義をされた。
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退葎あいさつ

退 任 に 際 し て

田中 孝

 早 い もので、事務局 を担当 して2年 が経 ちま した。

それで、7月 末 をもちま して事務局長 を退任致 しま

した。長尾真前 会長 、田中穂積会長、役員、委員の

方 々をは じめ会員の皆様 には大変お世話 にな りま し

た。必 ず しも満足 な ものでは なか った ものの、何 と

か事務局 の任務 を果 たす ことが出来 ま したの も、皆

様方 のご支援 ご協力のお陰 と厚 く御 礼 申 し上げ る次

第です。 あ りが とうござい ま した。

 後 任 は中島泰雄氏です。事務局運営 にぴ った りの

経歴 の持主 です し、機械翻訳 に大変興味 をもってお

られる方 です。今後の機械翻訳 の進展、当協会の発

展 に とって得が たい人 に来ていただけた と喜んでお

ります。私 同様 よろ しくお願 い致 します。

 今 年 は機械翻訳の50周 年です。 この意義 深い年の

MT SummitVlが 、10月28日 ～11月1日 、ア メ リ カ

のSan Diegoで 開 かれます。 AAMTか ら多数 ご参加

下 さるようお願 い します。 また2年 先 には当協 会の

担 当で、 アジアでMT SummitV皿 が 開催 され ます。

第1回 お よび第4回 はいずれ も日本で開かれ ま した

ので、第7回 は初めての 日本以外 のア ジアでの開催

になる予定です。 アジア太平 洋機械翻訳協 会 と して

立派 な会議 になるよう、会員の皆様 の絶大 なる ご支

援 をお願い致 します。

 昨 年度のホー ムページの開設 につづ き、本年度 は

その充実、 さらには情報通信基盤 の確立 に取 り組 む

ことになってお ります。事務局で はその準備 を進め

てお りますが、会員の皆様の ご協力 な しには成功致

しませ ん。 これ に関 しまして も皆様方の ご支援 をお

願 いす る次 第です。

 機械 翻訳 は コンピュータの一応用部門 と して、 コ

ンピュー タの発 展 とともに進展 して きま した。 「自

動翻訳」 の名の もとに、完全 な翻訳機がす ぐにで も

出来 る ように思 われたときもあ りま した。機械翻訳

のむつ か しさ、人間のすば ら しさに感心 して停滞 し

た時期 もあ りました。波はあ りま したがこの50年 、

多 くの関係者の努力 によって着実に進歩 して きた こ

とは確 かです。 人類 と して数百万年、生物 として数

億年の年月をかけて進化 した脳の機能、その中でも

最も高度な知能に係わる言語です。また、数千～数

万年をかけて各民族が育ててきた文化を背景に持つ

言語です。このような奥深い言語 を取扱 う機械翻訳

が50年 余の短かい期間に完成するとは思えません。

これまでの実績を基に、息長 く堅実に取 り組 まねば

ならないで しょう。当協会は、順風のときは会員が

協力 して進展をはかるのはもちろん、逆風のときに

も互いに励まし合う場、助け合 う場であ りたと願い

ます。特に機械翻訳の研究開発者、製造販売者およ

び利用者の相互の協力が大変大事なことと思います。

この2年 間、委員会、研究会等で感 じましたことは

皆様方が互いに非常に協力的であることです。今は

まだパイが小さく、協力 してパイを大 きくする段階

であると思います。皆様方のご協力に感謝致 します

とともに、今後もこの雰囲気がます ます高 まり、大

きなパイとなって会員の皆様に還元 されますことを

念じてお ります。

 「アジア太平洋機械翻訳協会」となって5年 が経

過 しました。アジア太平洋と名乗ってお りますが、

会員のほとんどが日本の企業であ り、日本人です。

役員、委員会委員等はすべて日本人です。名称にそ

ぐわない実態です。これに対する最大の問題は翻訳

であると思います。現在当協会の機関誌 "AAMT

Journa1"は 基本的には日本語で発行されています。

総会やシンポジウムも基本的には日本語で行なわれ

ています。そのため、日本人以外のアジア太平洋の

人達には非常に参加 しに くい状態です。Joumalで

は日英、英日の翻訳を行っていますが、人手、費用、

時間がかか ります し、英語の出来る人に限定 されま

す。現在英語が世界共通語の役目をしているとはい

え、アジア太平洋で英語を使える人は少数です。理

想は機械翻訳でもっていずれの言語にでも翻訳出来

るようになることです。アジア太平洋全域のいかな

る人もそれぞれの母語で受発信できることです。ご

存 じの とお り、CICCを 中心 としてアジアの諸言語

の機械翻訳が研究されて一応の成果が得られました
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し、各国にこの関係の研究者が育ちました。先にも

述べ ましたように完全な機械翻訳はまだまだ無理で

しょうが、多少の人手をか りてでも実用化出来ない

ものかと思います。また実用化に向けての研究が続

けられるよう希望する次第です。そしてアジア太平

洋の多言語機関誌の発行、多言語使用会議の開催を

目指 し、機械翻訳の実用性 を当協会自身が世間に示

せる日の近いことを夢見る次第です。

 言語の障壁が低 くなれば日本以外の会員が増える

で しょう。アジアには言語で悩む地域や国はたくさ

んあ りますか ら、翻訳にたず さわる人はたくさんい

るはずです。これ らの人達の参加により、アジア太

平洋の各地に当協会の支部が出来、Summitは もち

ろん、総会やシンポジウムがアジア太平洋の全域で

開かれるのも夢ではないで しょう。

 このところインターネット等が普及 し世界中の人

がだれでも情報を受発信で きる時代になりつつあり

ます。 しか し、言語が大きな障害になってい ます。

現在国際的に流れている情報はほとんど英語です。

英語が国際語の役割をしていることは事実です。 し

か し英語 を使 える人は限定 されています。また英語

を国際語 として使 うことに疑問をもつ人 も多数いま

す。言語は全て平等であるべきであ り、各人は母語

で、あるいはそれに近い言語で通信 したい ものです。

そのためにも機械翻訳の実用化が望まれます。幸い

ネットワーク翻訳用のソフトが多数でてきました。

手頃な価格ということもあって順調な売れ行きのよ

うです。それにともない、新聞や雑誌、TV等 にも

取 り上げられる機会が増えてきました。機械翻訳に

追い風が吹いてきました。この期にユーザに機械翻

訳が役立つという実感 をつかんでもらいたいもので

す。機械翻訳 を使 ってネットワーク通信の楽 しさを

味わってもらいたいものです。難 しい文章の翻訳は

さておき、まずは、日々の情報交換 に役立つ機械翻

訳の開発が必要だと思います。

 昨年海外に出た日本人は1,600万 人強だそうです。

その数は年々増加 しています。海外旅行での最大の

問題は言語です。英語が国際語の役割をしています

が、やは り通ずる範囲は限定 されます。そこで望ま

れるのが機械翻訳です。ともかく日常生活に実用出

来る程度のものでよいと思います。旅行者が一人で

観光する、買物する、食事をする等が出来れば上々

です。 ともかくあまり高度なレベルをねらわず、実

用になりその有用性を実感で きるレベルを早く実現

していただきたいと思い ます。

 翻訳の世界に 「不実な美女か、貞淑な醜女か」 と

いう例 えがあるそうです。翻訳の忠実 さ、正確 さを

貞淑度で、訳文の美 しさ、自然さを美貌で表 したも

のです。もちろん、貞淑な美女が理想です。で も、

言語の構成はもとより、言語 を使 う人達の思考や文

化の違いなどのために、言語間には 「ずれ」があ り、

原則 として完全な翻訳は不可能です。そこで次善の

策 として不実な美女か、貞淑な醜女か、ということ

になります。前者は意味内容の変換を重視するもの

で、いわゆる意訳であり、後者は単語 と文の構造を

忠実に変換する翻訳で、いわゆる逐語訳です。一般

には、美 しくなめらかに翻訳 された前者が好まれま

すが、これには言語に関する深い知識の他に、背景

にある思想、文化など広い知識が要求 されます。

 残念なが ら機械翻訳の現状は貞淑な醜女です。超

貞淑なブスです。 しかし、ブスではあってもすでに

人間です。猿ではありません。人間として立派に活

躍できることを示す ときだと思い ます。 また一方、

まだまだ超プスであることを認識 し、美女に育てる

手立てを考えるときだと思います。これまでの人間

に仕上げる研究から美女に育てる研究の時代に入っ

たと思います。ブスなが らも立派に活躍する一方、

ゆっ くりではあるが着実に美女へと成長 してい く姿

を夢みてお ります。

 すでに皆様方はご承知のこととは思いながら、こ

の2年 間に感 じましたことを記 しました。多少口幅

ったいところや考え違い、思い違いもあるかも知れ

ませんが、ご許 しください。

 最後に機械翻訳の益々の進歩、会員諸氏のご健康

とご活躍、AAMT協 会の発展を祈念致 しまして筆

をおきます。
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新荘の謬挨拶

三 寒 四 温 の 日 々

AAMT事 務局長 中島泰雄

 こ の8月 よ り田 中 孝 事 務 局 長 の 後 任 と して

AAMTの 事 務 を担 当す る こと にな りま した。 よい

仕事 にめ ぐ り会 えた ことに感謝 し、全身で取 り組み

たい と存 じますので よろ しくお願い 申 しあげ ます。

 昭 和13年2月 埼玉県生 まれ、い ま東京都 目黒区在

住、ある コンピュー ター メー カーで総務や人事な ど

の職務に30余 年従事 して参 りま した。血液型は まじ

めのA型 です。

 事 務局長 に なる とAAMTジ ャ ーナル に就 任 の挨

拶文を掲 載する ことになっている、 と言われておお

いに とまどってお ります。世の中の一般例 か らす る

と、その仕事 に就 きた くてた まらずかねて より狙 っ

ていた ところ、首尾 よ く就任 で きた、 とい う場 合な

らば夢 や ら決 意のほ どな ど披渥す る ものがた くさん

あるで しょう。 た とえば、芥川賞 を とった作家や激

しい選挙 戦を勝 ちぬい て当選 した市長 さんなどは、

実にみ ごとな就任 の挨拶 を述べ られます。

 ところが 、私 はつ い先 日 までAAMTと い う協 会

があることを知 りませ んで した し、恥ず か しなが ら

「機械翻訳」 とい う日本語があ ること さえも知 らず

にお りま した。あ るい は 「機械翻訳」 とい う言葉 に

ついては見た り読 んだ りしたことがあ ったか も しれ

ませ ん。それがあ ま りにも一般的 な名詞 なので記憶

に残 ってい なか ったので しょう。い ま改めて、 この

四文字の漢字 をよく眺 めてみる と、確か にこうい う

言葉はあ りうるのだ し、 また、その意味 する ところ

も容 易に想像 で きます 。 しか し、 「何 ともハー ドで

ぎごちない表現 だなあ」 とい うのが私 の第一印象で

あ りました。鉛筆 でていねいに書 くと60画 に もな り

ます。手 間のかかる言葉です。

 で は、そ んな無知 な人 間が なぜAAMTに 来 た の

か と問われれば、運 とい うか神様 の決め て くれた縁

のよ うな ものがあった と感 じてお ります。

 た また ま、田中事務局長が この仕事の後任者 を探

してお り、た また ま、私はあ る会社の 人材開発室 に

勤務 して いてその情報 を知 り得 る立場 にあ りま した。

そ して、私は自分自身のセカンドライフはお金やビ

ジネスにあんまり関係のないボランティア的な仕事

をしたいと考えてお り、5月 のある日、業務として

芝公園のAAMT事 務局を訪問 しました。

 そこで田中事務局長に会って、この方のやってい

る仕事ならば他の人に紹介するまでもなく、自分で

引き継いでもいいなと感 じたのです。仕事の中身よ

りも前任事務局長の誠実で気骨がある人柄に惚れて

決めたようなものです。

 そのほかに、多少、AAMTに 関係す るような要

因が私にあるとすれば、趣味に下手な俳句を作って

楽 しんでいるので、人間の言葉に興味をもっていた

ことと、学校で国際法を専攻 し、国際的な理解の進

め方について関心があったことが挙げられるか もし

れません。

 今でこそ、国連やユネスコの権威にはやや陰 りが

見えて きてお りますが、私が初めて国連憲章やユネ

スコ憲章を読んだ昭和30年 代は、それはキラキラと

輝 く大きな存在でありました。

「戦争は人の心の中で生れるものであるから、人の

心の中に平和のとりでを築かなければならない」 と

いうユネスコ憲章や、 「われ らの一生のうちに二度

まで言語に絶する悲哀を人類に与えた戦争の惨害か

ら将来の世代 を救い…」「人種、性、言語又は宗教に

よる差別な くすべての者のために人権及び基本的自

由を尊重する…」 という国連憲章前文に、田舎から

出て来たばかりの少年は息をのむほどに感激 したも

のです。理想主義が光をもってお りました。

 ちなみに、行なってはならない差別の例示として、

国際的には、人種、性、言語、宗教の4項 目が一般

的ですが、日本では、人種、信条、性別、社会的地

位又は門地の4項 目となっていて(憲 法第14条 、法

の下の平等)、言語は日本ではそれほど差別の原因と

して意識 されなかったようです。

 さて 、 ここまで きて、新任事務局長 の夢 や抱負 を

述べ ざるを得 な くな りま したが 、今 回は まだそれを
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自分 自身の決意表明 とい う形では な く、田中穂積会

長 、田中孝事 務局 長 は じめAAMTを こ こ まで作 り

育てて来 られた方々が、全 く違 うところか ら参入 し

て くる新事務 局長に対 して何 を期待 されているのか。

私 な りに洞察 してみて、それだけは しっか りと実行

すべ く自分自身に課 して行 きたい と思 ってお ります。

私 の推測 ではそれは次 の3項 目で はないか と考 えま

す。

 1.信 頼 しうる人柄であ ること。

   信 頼 性、協調性 、良識な ど、名誉 あるAAMT

   事 務 局長 にふ さわ しい人間的要因 をもってい

   る こ と。

 2.確 か な事務 処理 能力 がある こと。

   AAMTの 日常 業務 の 要 と して、テキパ キ と

   正 確 、迅速、親切 に事務 を処理 しうる こと。

 3.新 しい ことヘチ ャレンジ し、将来 にロマ ンを

   もっ ている こと。

   時代 の先端 を進み 国際理解 を促進 しようとい

   うAAMTの 事 務局 が、夢 の ない保 守主義 者

   で あ ってはならない こと。

 以 上、勝手 に3項 目を挙 げてみ ま したが、いずれ

も大 きな課題 であ り、身の引 き締 まる思 いです。一

歩一歩誠実 に取 り組んで行 きたい と念 じてお ります。

 AAMTの 事 務 局の仕 事 を通 して、 これ まで か な

りた くさんの方 々にお会い して きて、い ま、私はみ

っつ の言葉 を思い浮かべてお ります。

 ひ とつ は 「三寒四温」 とい う言葉です。 これは俳

句の季語 にもなってお りますが、2月 の中旬か ら下

旬 、3日 ほど寒 さの厳 しい 日が続いたあ と、4日 ほ

ど温かい 日が訪れて、その繰 り返 しの うちに春がや

って くる。そん な季節 をうまく表現 してい ます。

 ち ょうどい まの私の心境 がその三寒四温で、3日

ほ ど 「AAMTな ど とい う大変 な協 会 に来 て しまっ

たけれ ど、 こん な難 しい ところで オ レは もつのかな

あ」 とい う寒 々と した心の 日と 「ここの仕事 は結構

面 白 く、オ レに向いてい るか も しれ ないそ」 と元気

の出る 日が4日 ほ ど続 く、 とい った状況です。揺れ

うご く日々の先 に、ぜ ひ暖かい春が待 ってい るよう

祈 ってお ります。

 ふ たつ 目の言葉 は 「桃源郷」 です。 これは、陶淵

明の 「桃花源記」 に書 かれた中国の理想郷 ですが、

ある 日、若い漁師が川 を さかの ぼって道 に迷 い、山

腹 にある洞 窟 をぬけ出 ると、 そこに桃の花が咲 き、

鶏 や犬 の声 が きこえ、平和 に人 々が住 む村 を発見 し

た とい うユ ー トピア物語です。

 私 はこれ まで機械 翻訳 な どとい うことと全 く関係

の ない生活 を してお りま したが、ある 日、縁 あ って

洞窟 をぬ け出てみる と、世界の言葉の壁 を乗 り越 え

よ うとい う理想 の 下に何 や ら一 生懸 命 や って いる

人 々の村 にた どり着 いたのではないか と、ふ と感 じ

ます。大 きな村 ではな さそうですが 、面 白い村 に足

を踏み入れ たよ うな予感が してお ります。

 み っつ 目は 「オアシス」です。東京 タワーの下、

この芝 公園 真 田 ビル3階 にあ るAAMT事 務 局 が、

会員の皆様 にとって ひとつの オアシスになるよ う心

掛けたい と思 ってお ります。砂漠の中の オアシスに

は、少な くとも、水 と緑 とゆ った り休憩で きる場所

とがあるので しょう。 ここの事務所 もゆ った りと会

話 ので きるスペース と、 目を休 ませる緑 とおい しい

飲み もの とを整え、ぜ ひ、気軽に立ち寄って、 くつ

ろ ぎ、情報 を交換 し、 また元気に出発 して行 け る場

所 に して行 きたい と願ってお ります。

 皆 様 の訪 問をお待 ちして最初のごあい さつ といた

します。

会議報告

    First China-Japan Workshop

on Spoken Language Processing(CJSLP'97)

    一 日中音声言語処理 ワークシ ョップー

 日中 音声言語処 理 ワー クシ ョップ運営委 員会 の主催 による上 記会議 が、'97年3月31日 ～4月3日 の3日

間、中国黄山市で 開かれた。 日本か ら14名 、中語 か ら25名 が 参加 し、音声 の生成 、知覚 、分析 、合成 、認

識、対 話 シス テム といった音声言語 処理の広 い範 囲 にわ たる40件(内15件 が 日本)が 発表 された。ATRか

らは音声翻訳研究等が紹介 された。 (電子情報通信学会誌'97年7月 号 より)
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イベン ト紹介

国際コミュニケーションフォーラムの開催案内

 rrin.r.n日本 翻訳連盟が毎年開催 している翻訳 祭は、今 年は 「国際 コ ミュニケー シ ョンフォー ラム」 と銘打 って、

下記の とお り開催 され る。

時

場

催

援

日

会

主

後

'97年10月22日 (水)～23日 (木)

東条会館本館(千 代田区麹町)

獣日本翻訳連盟

通商産業省、各国大使館、アジア太平洋機械翻訳協会、他

プロ グラム 第1部 10月22日(水) カ ンフ ァレンス

        異 文 化間 コ ミュニ ケー シ ョン世界で活躍 中の著名講 師に よる講演 と、

        各 国 の学生 を交 えたオープ ン ・フ ォーラム

        10:00～ 講 演お よびフ ォーラム

        1700～ レセ プシ ョン ・パー テ ィ

第2部 10月23日(木)フ ォー ラム

  企 業のマニ ュアル担当者、映像翻訳や ネ ッ ト上で翻訳 に関 わる方 々、

  プ ロを目指 して勉強中の方 々による、Q&Aを 中心 としたオープ ンフォー ラム

  9:30～16:15 講 演 お よび フォーラム

第3部 10月22・23日 エ キ シビジ ョン

  翻 訳支援 ソフ トか ら ドキ ュメン ト作成編集環境や、 ネ ッ トワーク環境 まで

  現 在市販 されている ソフ トのデモ ンス トレー シ ョン。

  また、通訳翻訳や インター ネッ トに関す る雑誌やパ ンフ レッ ト等の展示。

会 費 カ ンファ レンス/フ ォーラム

(定員1,㎜ 名)

レセ プシ ョン ・パーテ ィ

(定員100名)

申込および問合せ先

2,000円(一 般)

1,㎜ 円(JTF会 員&学 生。 AAMT会 員 もJTF会 員扱 い)

10,000円

国 際コ ミュニケーシ ョンフ ォーラム事務 局

〒102東 京 都千代 田区一番 町23-3 日本 生命一番町 ビル7F

TEL  O3-3230ト1961

FAX O3-3230-1963
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イペ ント報轡

第2回LACE研 究会

 '96年 の10月4日 ～5日 に熱海で 開か れた第1回 に引 きつづ き、第2回 の研究 会が下記の とお り開催 され

た。

LACE:LANGUAGE COGNITION&EXPRESSION

日時: '97年8月26日(火)～28日(木)

場所: 滋賀県大津市 びわこ若鮎会館

主催: 「言語 ・認識 ・表現」研究会

    主 査…鈴木 覚(愛 知県立大学 外国語学部)

    幹 事…池原 悟(鳥 取大学 工学部)

    幹 事…佐良木昌(佐 良木技術翻訳事務所)

    委 員…上田博和(東 京都立神代高等学校)ほ か4名

    事務局…白井 諭(NTTコ ミュニケーション科学研究所 知能処理研究部)

         TEL O468-59-2518   FAX O468-59-3633

         電子メール<shirai@cslab.kcd.nttco.jp>

協賛: 情報処理学会 ・自然言語処理研究会

プログラム:

 《8月26日(火)》

  14:00～ セ ッション1:言 語学 1.座 長:小 川文昭(明 治学院大学)

       「フランス語の敬語」      鈴木 覚(愛 知県立大学)

  15:30～ 「日本語文章論」        上田博和(都 立神代高等学校)

  17:00～ 「言語過程説による英語研究」  荒木直樹(広 島工業大学)

《8月27日

8:30

9:30

10:30-

13:00,一

16:30一

(水)》

セッション2:自 然言語処理 座長:新 田良彦(日 本大学)

 「新聞記者が見た自然言語 とその処理」森本 英之(元 朝日新聞社)

 「助詞"は"と"が"の 認識」   池田 尚志(岐 阜大学)

 「日本語語彙大系の思想的背景」   白井 諭  (NTT)

ノ{ネ1レ言寸言倉

テーマ:「 言語モデルと言語処理の方法をめ ぐって」

 司会:池 原 悟(鳥 取大学)

 パネリス ト:新 田義彦(日 本大学)

       柴田勝征(福 岡大学)

       宮崎正弘(新 潟大学)

セッション3:言 語学H.座 長:重 見 一行(兵 庫教育大学)

 「英語Yeiに ついて」     矢吹 真康(埼 玉県立志木高校)

《8月28日(木)》

 9:00～  「英語助動詞論一認知意味の批判的検討」長田 哲男(早 稲田大学)

 10:30～ 「英語複文の歴史的構造」   佐良木昌(佐 良木技術翻訳事務所)
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新製品紹介

Dr. SURF for Windows Version 2.0/Macintosh Version 2.0

(株)メ デ ィア ヴ ィ ジ ョン

(株)メ デ ィ ア ヴ ィ ジ ョ ン で は 、 九 州 松 下 電 器(株)

か ら ラ イ セ ン ス を 受 け 、 イ ン タ ー ネ ッ トWWWブ

ラ ウ ザ の 翻 訳 と英 文 テ キ ス トの 翻 訳 を 行 う こ と の で

き る 「イ ン タ ー ネ ッ トツ ー ル+英 日翻 訳 支 援 」 ソ フ

ト 「Dr, SURF for Windows Version 2.0/Macintosh

Version 2.0」 を 発 売 い た し ま した 。

※Mac版 は オー トパ イロ ッ トモ ー ドとな ります。

 Macの 自動 電源On/Off可 能 な ど、一部 機能が 異

な ります。

Dr. SURF Version a.oは 情 報収集の手足 となる イン

ターネ ッ ト用の様 々なツール と、英文 テキス ト翻訳

が融合 した 「イ ン ター ネ ッ トツー ル+英 日翻 訳支

援」 ソフ トです。 インター ネッ ト対応 の 「オー トパ

イロ ッ ト機能 、ブラウザ翻訳 モー ド、スプール翻訳

モー ド、 リアルタイム翻訳 モー ド」で快適 イ ンター

ネ ッ トを。 「テキス ト翻訳 機能」 で英 日翻訳 を。 も

ちろんこれ らの機能 を組 み合わせ て活用い ただ くこ

ともで きます。

■機能紹介

ロ ブラウザ翻訳モー ド

WWWブ ラ ウザ に表 示中の デ ー タを ワ ンクリ ック

で翻訳 、結果 をブラウザ表示 します。

○簡単操作、ブ ラウザ側 の設定必 要な し

OHTMLフ ァイルの翻訳可能

○必要 なペー ジのみ翻訳

○必要 なペー ジのみ保存(Mac版)

璽鷺講懸慧鑛難灘 難
難鐙鍵鍵難 雛鍵灘講

図2 オー トパ イロ ッ ト機能

ロ スプール翻訳 モー ド

指定 した フ ォル ダにHTMLや 画 像 デ ー タな どを自

動的 に貯 め込 み(ス プール)ま す。取得 した情報 を

をイ ンターネ ッ ト接 続解除後に翻訳、 またブラウザ

表示等 も行 え ます。

○ スプールデー タの翻訳

○ スプールデー タのブ ラウザ表示

鷲
墨

図1 ブ ラウザ翻訳 モー ド 図3 ス プール翻訳 モー ド

ロ オー トパ イロ ッ ト機能

指 定 したWebサ イ トへ 自動的 に ア クセ ス、デ ー タ

収 集/翻 訳 を行 え ます。 オー トパ イロ ッ ト機能によ

り 「サ イ ト自動巡回 ・アクセス時間短縮 ・通信 コス

ト削減」 を実現 します。

ロ リアル タイム翻訳モ ー ド

イン ター ネ ッ トのWWWサ ー バ ー にア クセ ス中 に

送 られて くる英文 をリアルタイム に翻訳 し、ブラウ

ザ上 に英文/訳 文の状態で表示す るモ ー ドです。訳

文 は同一 ウイン ドウ内 に挿入表示 され、 日本語訳文

一26一



への色指定 も可能、英文 と訳文対応関係が一目で判

ります。

○ブラウザ上に英文と訳文を交互に表示

○通信中のデータをハー ドディスクへ貯め込み

(スプール)可 能

                   駿懸
1繋卿轍 鷲 灘 雛轍蕪購 灘
'・啄一   灘 麗    識 ,

鑛麟 灘 籔羅懇懇 耀 一灘 騒
・雛  黙 興  ・・鞭  ,騨離・e/y^p 胴 、 ぶ 鰍 脇 懸 糾 ㌣盛 勃 醐 胃r鉢 窟 亟駄.鰍 、愁.曙. さ,「獄.

図4 リアルタイム翻訳 モー ド

ロテキス ト翻訳機能

英文テキス トを翻訳する翻訳モー ドです。翻訳結果

が英文/訳 文と一文ごとにセル単位で表示 され、対

応関係が一目でわか ります。訳語参照機能で不明な

英単語の訳語 も簡単に参照いただけます。一文翻訳

時には、日本語入力プログラム(FEP)の 操作感覚

で簡単に別訳語 を選択/自 動学習可能。

○全文翻訳:全 文を一括 し翻訳

○一文翻訳:一 文毎に別訳語 を選択 しながら翻訳

○セル指定翻訳:必 要な英文セルのみを翻訳

※画 面 は 全 てWindows版 で す。 Windows版 と

 Macintosh版 で は一部機能が異 な ります。

璽蝋t。 ㎞ 腎B。 【aabout ua,

私 た ち に っ い て も っ と 多 く の 人 を 知 っ て い て 下 さ ギ7

n116 is Mien y瓠'11 f加ul kinds a冠om巳tユ ㎝ 亀bout蝋o

" a匿◎, 血t "鼠 【9 面1鴫  皿d ho冨 to calRect F【●ctal「8

務灘1懲轡識雛霧獅認鷲 狸
..    

。て下さ.。 噂 。レ。7'.1-.49、'

Intm-n¢4i¢n¢Ldigtribator¢,         Pr¢etal Desiin Online'e cwnpreFeneive

暑どact智h毛pl畿,畿 。、1   饗 激 騒 インの才。ラii働包捨自勺な
 apyrizcatユans a駆烈置o【8.          ニェ讃スリソース. イ
ンターナシ3ナ 漁ディストリビュータ 
、ツウケタル岱粟鎖.ツ ラクタル諦購、
 ぺ一引テステイングアゴリケいシ寓ン.
 および、もっと多くω人.

図5 リアル タイム翻訳 ・ブ ラウザ翻訳結果

 ザ 辞書3つ+専 門用語辞書3つ)

○約 11語 の インターネット専門用語辞書を標準搭載

0ユ ーザ辞書のデ ータの読み込み/書 き出 し(csv

 形 式)/辞 書 のマー ジ、 コピー等 も可能

○ クリップボー ド辞書引 き機能

○ オプション専門用語辞書18種(2,700円 ～48,000円)

Dr. SURF for Windows Version 2.0/for Macintosh Version 2.0

■ 標 準 小 売 価 格12,800円(税 別)

■ お 問 い 合 わ せ 先:(株)メ デ ィ ア ヴ ィ ジ ョ ン

 TEL:03-3222-3908

■ 動 作 環 境

Windows版:

● 対応 機 種:Windows95日 本 語 版 が 動 作 す るパ ー ソナ ル コ

 ン ピュ ー タ

● 対応OS:Windows95日 本 語 版

● 空 き メモ リサ イ ズ:16MB以 上

●HDD空 き容 量:17MB以 上

●CD-ROMド ラ イ ブ

● 対 応TCP/1Pド ラ イ バ:windows95日 本 語 版 に 標 準 標 準

 添付 の もの

●WWWブ ラ ウ ザ:Netscape Navigator2. x、3.x、 Netscape

 Communicator.イ ン ター ネ ッ トエ ク スプ ロ ー ラ3.x推 奨

Macintosh版

● 対 応 機 種68040以 上 のCPUを 搭 載 し たMac及 び

 Power Mac

● 対応OS:漢 字Ta且k7.5以 上

● 空 きメ モ リサ イ ズ:8.5MB以 上(Power PC搭 載 の 機 種

 で は9,5MB以 上)

●HDD空 き容 量:14MB以 上

●CD-ROMド ラ イブ

● 対 応TCP/IPド ラ イバ:MacTCP J 1-z.0.6(漢 Talk?.

 5.1付 属)以 降 、

 また はOpen Transport J 1-1.1以 降

●WWWブ ラ ウ ザ:Netscape Navigator2,x、3. x、 イ ン タ

 ー ネ ッ トエ クス プ ロー ラ3.0、2.1

※推 奨WWWブ ラ ウザ 最 新版 に つ き ま して は 随 時 対 応 を

 予 定 して お り ます 。

■充実の辞書機能

070,000語 の基本辞書を標準搭載

030,000語 まで登録可能なユーザ辞書(最 大3つ ま

 で同時使用可能)

○訳語の学習機能を搭載

○最大7つ の辞書を同時使用可能(基 本辞書+ユ ー
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新製品紹発

英語活字OCR機 能付き英 日翻訳ソフト「翻訳革命』for Windows 95&NT

九州松下電器株式会社

 情報化社会の進展に伴いより早 くより正確な情報

を入手する必要性に迫 られるようにな り、自ずと英

語の情報に接する機会 も多 くなっているものと思わ

れます。インターネットの普及はビジネス分野に限

らずホビーの分野でも多 くの人に英語の情報を提供

しています。

 九 州松 下電器 では、 この ような状況 の下 、身近な

紙情 報(印 刷物)か らインターネ ッ ト情報 まで気楽

に翻訳 の支援 がで きる ソフ トウェア 「翻訳革命」 を

発売 いた しました。

 「翻訳革命」 は14,800円 とい う普及価格 で、

1.高 精度の英語活字 ㏄R機 能

2.イ ン ターネ ッ ト予約 読込機能

3.約112,000語 の専 門用語辞書

を搭載 してい ます。 また3種 類の翻訳モー ド(イ ン

ターネ ッ ト・オンライン翻訳/イ ンター ネッ ト・オ

フライン翻訳/テ キス ト翻訳)を 使い分け ることに

よ り、利用形態に合わせ た効率 よい翻訳が可能で、

ビジネスか らパー ソナル まで幅広い用途で活用いた

だけ ます。
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以下主な特長についてご説明します。

もっと樋 しL欄 にス 、て イ ノター‡7ト 蛋どうで3 ・

して下さい.

図1 英語活字 ㏄R翻 訳画面

2.イ ン ター ネッ ト予約読 込機能

 ビデオの予約録画のように、夜中に海外のホーム

ページを読み込んで翻訳するようにセッ トしてお く

と、翌朝には日本語で情報を得ることができます。

 ユーザー認証が必要なWebサ イ トにも対応 して

お り通信時間や通信費用の削減に貢献 します。予約

は、特定 の日/毎 日/指 定曜 日/毎 月の指定 日の

各々何時に巡回するか。また何時間毎にダウンロー

ドす るか。等 を細か く設定で きます。また、内部

0～ 全階層 ・外部9階 層までの読込 レベルの指定 も

可能です。

1.高 精度の英語活字 ㏄R機 能を搭載

 姉妹品 日本語/英 語活字 ㏄Rソ フ ト 「読取革

命」のOCRエ ンジンを搭載 し英字新聞 ・雑誌等の

紙資料をスキャナーで読み取ると自動的に翻訳 しま

す。

 TWAIN規 格に対応 していますので主要なスキャ

ナーでご利用いただけます。 (対応機種詳細は弊社

ホームページで確認で きます)も ちろん㏄R翻 訳

以外に英文テキス トをカット&ペ ース トし翻訳する

こともできます。スペルチェック、単語修正、訳語

選択等の各種チェック・学習機能を活用いただ くこ

とで翻訳精度の向上 も図れます。 (図1)

Il蕪
_1

蕃鎌 鰹1田
鑓鶴1
、藁 慧1
・襲_ 1
駐駐 雛 1

罐;壽1
     羅
     ≡
     凄

図2 予約読込設定画面

図3の ようにブ ラウザ画面の イメー ジの ま まに翻
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訳結果を確認することもできます。 〈主な仕様〉

基本辞書

糸勺  70,000言 吾

専門用語辞書

図3 イ ンターネ ッ ト翻訳(英 日表示)画 面

3.約112,000語 の 専門用語辞書

 基本辞書7万 語に加え、インターネット用語や電

気工学等の学術関係8分 野 ・約112,000語 の専門用

語辞書を標準添付 しています。

 翻訳ソフ ト購入後に多額の専門用語辞書を購入し、

結果的に高額な投資を必要 となることがありますが、

当専門辞書を活用いただくことで無駄な出費が削減

で きます。 さらに、ユーザー辞書をカスタマ イズす

ることで一層の翻訳精度向上が図れます。

4.そ の 他

OCR処 理

 読取サイズ

 翻訳単位

予約読込

 予約項目

Java対 応

インター ネッ ト/約 3,000語

   情 報 工学/約13,500語

   電気 工学/約36,500語

   機械 工学/約37,500語

 シ ステム工学/約 5,000語

    熱 工 学/約 9,500語

エ ネルギー工学/約 4,000語

 運 輸交通工学/約 3,000語

    合計 約112,000語

6～60ポ イ ン ト (400dpD

1000文 字/1文

指 定 日 ・毎 日 ・毎 週 ・毎 月 の 時 刻

1～12時 間 の タイマー

外部 フ ァイル を参 照す るア プ レ ッ

トは対象外

〈 動 作 環 境 〉

対 応OS  :Windows95/WindowsNT4.0

対 応 ブ ラ ウ ザ:Netscape Navigator Vert. X,3.X,4.O

       InternetExplorer Vera.X

 当ソフ トは一般にプロクシ方式とよばれる翻訳方

式を採用 していますが、起動 ・終了する際にブラウ

ザのプロクシア ドレスとポー ト番号を自動的に設定

しますので、煩わ しい設定操作は不要です。

海外のWebサ イ トや新聞 ・雑誌から入手で きる英

語情報を簡単に効率良 く翻訳 し、その大意をつかむ

ためのッールとしてビジネスからパーソナルまで気

楽にご利用いただけます。

〈 お 問 い 合 せ 先 〉

パ ナ ソ ニ ッ クP3カ ス タ マ ー サ ポ ー トセ ン タ ー

             TEL O3-3834-2921

r翻 訳 革 命 」 ホ ー ム ペ ー ジ

http:〃www.panasonic.co.jp/kme/pcsoft/honnkaku/

honnkaku.htm

・灘 縦
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新製晶紹介

日英 翻 訳 ソ フ トTransLand/JE Ver.2.0

ブラザー工業株式会社

 当 社 は長年 に渡 り英 日翻訳 ソフ トを研 究開発 し、

社 内で利 用 して きま した。その 成果 と して93年 に

TransLand PC98版 を発売 し、次 いでMac版 、Windows

版 を発売 しました。その、翻訳精度 の良 さは多 くの

ユーザーの支持 を得てい ます。今 回、よ り翻訳精度

を 向 上 さ せ、 よ り使 い や す い 機 能 を追 加 し た

TransLand〃E Ver2.0(Windows95/NT版)を 発売 し

ま した。

圏豊富な基本辞書 と高品質な翻訳精度

55,㎜ 語の豊富な基本辞書。 「意味 トランスファー

方式」を採用 し、高度な翻訳を実現 しました。

■ クリップボー ド翻訳

クリップボー ドを介す ることで、他のア プリケー シ

ョンの中で翻訳が可能です。

■ユ ーザ ーフ レン ドリーな操作性

日本文 と英文 を左 右対照で1対1に 対応 させ なが ら

ワープロ感覚で表示、翻訳 、編 集がで きます。

■他 ソフ トか らの読み込み ・書 き出 し

テキス トファイルや クリ ップボー ド経 由で 日本文 や

英文 を読み込んだ り書 き出 した りで き ます。

■フレキシブルな翻訳操作

翻訳する代わりに単語単位で英訳 を表示する 「単語

訳」、翻訳 した英文に対 して単語単位で別訳を表示、

置き換えができる 「別訳表示」等、フレキシブルな

翻訳ができます。

■単語対応(新 機能)

日本文の中の単語が英文ではどの単語に変換 された

かを表示で きます。 また、英文の中の単語が日本文

ではどの単語に対応するか も表示で きます。

■ 辞書引 き(新 機能)

TransLandの 辞 書 を和英辞書 と して検索 で きます。

単語 に よっては意味 も付加 されてい ます。 この機能

は他 の ソフ トか らも使 用する ことがで きます。

鶯 x

礁 レ。。。 騨 。。 糊 粥 繍 一・

1 1997 4 1日

2ブ ラザー販売株式会社

3田 中部長:

4件 名:滞 在中のお礼

5 私は無事日本に帰国しました.

 今、私は自宅でこの手紙を書いてい
 ます.

私は先週のオース トラリア旅行中の
 あなたの〈to助と気配リ〉にとても
感謝しています。

B仏 はアメリカで主産工場の見学や担
 当者との ミーティングに数回参加す

封

灘文寧列一 一一一一

雛腰リス ト
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April 1, 1997

Brother Sales, Ltd.

Tanaka, the manager

Matter name:Thanks during The stay
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遡
幽
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図2 辞書引き画面

図1 対訳翻訳画面

圏複数文書ファイルの一括翻訳

複数の文書ファイルをまとめて翻訳できます。

■フレーズ集/テ ンプレー ト集(新 機能)

実用的な例文集 として、また翻訳作業の参考 として

役立ちます。
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■ユーザー単語辞書

専門用語 ・業界用語 ・特別な単語はユーザー単語辞

書に最大30,000語 まで登録可能です。

価

講鱒 獅 礁1
induced current
訣 f ・嚇 難鰍 脳 礁 ・ ・ 譜雛

羅灘 鰐_翻 嚇羅難麟嬢轟 購雛1

購

W

.繍
蛍
5弼梁
悼諺

鐡
磯
踏

羅
贈

鑛灘
雛 購灘

    難 蕪 灘雛縫 苺 搬

    鎌灘 齪灘 灘
図3 ユーザー単語辞書登録画面

■ユーザー定型文辞書

挨拶文、慣用句、ことわざ等、普段 よく使 う定型文

に対 して、その英文 を最大100文 登 録 で きます。

■専門用語辞書(新 製品)

38分 野 、約81万 語 の専 門用語 を ワンパ ッケー ジに収

録。ハ イブ リッ ド版(Wndows/Macintosh両 対 応)。

希望小 売価 格¥29,800円(税 別)。

■対応機種/条 件

Wndows95/NT4.0の 動 作す るマ シン

■希望小売価格

¥39.800円(税 別)

■ こ の 製 品 に 関 す る 問 い 合 わ せ 先

ブ ラ ザ ー 販 売 株 式 会 社 情 報 機 器 事 業 部

TEL:052-824-3420 FAX:052-825-0311

E‐mail:soft.sales@brother.co.jp

ホ ー ム ペ ー ジ:http:〃www.brother.co.jpノ

(ホ ー ム ペ ー ジ で 実 際 に 翻 訳 す る こ と が で き ま す)

'叢灘嶽難銭'

JTF-AAMT交 流会の開催
一UPF説 明会で活発 な討議 一

 コTF(日 本 翻訳連盟)とAAMTと の 交流会が、去 る8月6日 、午後3時 か ら約2時 間、芝公園の機械振興

会館 にて開催 され た。

 今 回 の主題 は、AAMTが 開 発 を進 めてい るUPF(機 械 翻訳ユ ーザ辞 書共通 フ ォーマ ッ ト設定 、 UniversaI

P且atform)を 、利用者 であ るJTF会 員 の皆 さんに説明 しようとい うもので 、 UPF会 議 の亀井 、伊 藤、桧 山 の

3委 員か ら詳細 な説明お よびデモ ンス トレー シ ョンが行 われた。18名 とい う多数 の参加 によ り、質疑応答 も

活発で、UPF会 議 では近い うちに再度 説明会 を開催 したい と計画 してい る。

 な お、UPFに つ いてのイ ンターネ ッ トホームページを開設。

<http://www.meshnet.or.jp/aamt‐upf>
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新製晶紹介

    英 日/日 英 双方向翻訳ソフ ト

「翻 訳 ア ダ ブ タ゚II CROSSROAD)

NEC

1.は じめに

 NECで は 、イ ンター ネ ッ トをは じめ とす る ネ ッ

トワー クの急 速な普及 と、昨今 のパ ソコ ン処理能力

の増 大に も支え られ、迅速 かつ手軽 に翻訳 したいと

い うお客様 のご要望 に答 えるべ く、 「翻訳 アダプタ

II」 を9,800円 とい う低 価格 で昨年6月 に発売 い た

しました。

 「翻訳 ア ダプ タII」 は、 「アダプタ方式」 の簡単

な操作 で、翻訳 、辞書引 き、例文検索 などが可能 で、

しか も英 日/日 英のダブル(W)翻 訳 を実現 したこ

とで もご好評 いただ きま した。英文 の文書や電子 メ

ールを翻訳 する とい う情報受信 は もちろんの こ と、

日英翻訳 や例 文検索 などによ り情報発信す るこ とも

容易に しました。

 今 回、その 「翻訳 アダプ タII」 を さらに機能 を大

幅 に強 化 し、後 継 製 品 と して 「翻 訳 ア ダ プ タII

CROSSROAD」 を発売す るこ ととな りま した。

譲難

劃

轟
難

遡
 3 

図1 パ ッケー ジ

 WWWブ ラ ウザ上 で翻 訳 を可 能 にす る 「ブ ラ ウ

ザ翻訳」、キャ ッシュデー タを翻訳 す る 「キ ャ ッシュ

翻訳」 や タイマ ーを使 っての 「自動巡回翻訳」がで

きるよ うにな りました。

 また、プ ッシュ型サ ー ビスThe PointCast Network

に も対応 し、配信 された記事 を翻 訳す ることがで き

ます。

 さ らに、 レイアウ トを保持 した ままで 「ファイル

翻訳」 がで きる ようにな りました。txt, doc, ppt, h且p

等 の文書 に対応 してい ます。

 そ の他、CD-ROM検 索 ソフ トを内蔵 、イ ン ター

ネ ッ ト用語 をは じめ基本辞書 を10万 語(英 日/日 英

とも)に 強化 しま した。英文サ ンプル としては、「会

話作文英語表現辞典」(ドナル ド ・キー ン氏監修、朝

日出版社刊)の2万 文 を搭載 しました。

3.主 な機能 とその特徴

3-1.ア ダ プ タ方式(翻 訳 、辞 書引 きなど)

 ワープロ ソフ ト、 メール ソフ ト等か ら、翻訳 した

い部分 をマ ーク(選 択)し て、翻訳 ボ タンをクリ ッ

クす るだけで翻訳が で きます。 また、あ らか じめ設

定 された 「翻訳 キー」で翻訳す る こともで きます。
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2.製 品概 要

 「翻訳 アダプタHCROSSROAD」 で は、特 に種 々

の インターネ ッ ト上で のアプ リケーシ ョンサ ービス

に対する翻訳 機能を強化 いた しま した。

 岡四 ∈口x

/
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図2 アダプタ翻訳
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3-2.ブ ラ ウ ザ 翻 訳

 WWWブ ラ ウ ザ 画 面 の レ イ ア ウ トを そ の ま ま に

翻 訳 で き ま す 。Internet Explorer, Netscape Navigator

に 対 応 し て い ま す 。

 さ ら に プ ッ シ ュ 型 サ ー ビ スThe PointCast Network

に も対 応 し て い ま す 。

索 ソフ トが不要に な りま した。

3-7.充 実 の辞書

 基 本辞書 、 インターネ ッ ト用語 辞書 を合わせて、

英 日/日 英 とも10万 語 に強化 しました。

ユーザ辞書 も専用 の辞書エ デ ィタで簡単 に作 成で き

ます。
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3-8.英 文 サ ンプル

 西 森マ リー監修 の英 文電 子 メール例 文集 を標準添

付 して い ます ので、 レター/FAXの 作 成 に大変 便

利です。

人気の 「会話作文英語表現辞典」(ドナル ド ・キー ン

氏 監修、朝 日出版社刊)の2万 文 も搭載 してい ます。

4.動 作環境

基本装置

図3 ブラウザ翻訳

3-3.キ ャ ッシュ翻訳

WWWブ ラ ウザの キ ャ ッシ ュデー タを翻 訳 で き

ます。

3-4.自 動 巡回翻訳

 自動巡回 ソフ トと連携 してキ ャ ッシュデー タの 自

動巡回翻訳がで きます。

3-5.フ ァ イ ル 翻 訳

 レ イ ア ウ トを そ の ま ま に フ ァ イ ル 単 位 で 翻 訳 が で

き ま す 。 対 応 す る フ ァ イ ル 種 類 は 以 下 の と お り で す 。

  ・テ キ ス トフ ァ イ ル(.txt)

  ・Microsoft Word(.doc)

  ・PowerPoint(. ppt)

  ・ リ ッチ テ キ ス ト(.rtf)

  ・HTMLフ ァ イ ル(. htm)

  ・ラ イ ト (.wri)

  ・ヘ ル プ フ ァ イ ル(.hlp)

※doc, rtf, wriフ ァ イ ル の 翻 訳 に は 、 Microsoft●Word

 が 必 要 で す 。

※pptフ ァ イ ル の 翻 訳 に は 、 PowerPoint● が 必 要 で す 。

3-6.CD-ROM検 索 ソフ トを内蔵

翻訳 ア ダプ タ11で は必要 だった市販CD-ROM検

CPU

解像度

:Microsoft Windows●95お よ びWindows

NT⑪4.0日 本 語 版 が 動 作 す る 機 種

 (Windows●3.1で は 動 作 し ま せ ん)

:i48666 MHz以 上 推 奨

 (Pentinum 90MHz以 上)

:640×480ド ッ ト以 上 推 奨

メモ リ容量:32Mバ イ ト以上推奨

ディスク容量:最 大構成110Mバ イ ト

      最 小 構 成30Mバ イ ト(CD-ROM内 の

      辞 書 を利用す る場合)

媒 体  :CD-ROMの み

価 格  :9,800円(税 別)

4.お 問 い 合 わ せ 先

「NEC meshPLUSサ ポ ー ト窓 口 」

東 京 都 港 区 芝 浦4丁 目14-22(NEC大 東 田 町 ビ ル)

NEC汎 用 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 事 業 部

TEL  :03-3456-8343

FAX  :03-3456-6348

E‐mail:meshplus@apinto.mt.nec.co.jp

URL  :http:〃meshplus.meshnet.ocjp/adp 21

BIGLOBE PC-VAN

  NECス ポ ッ ト→NECビ ジ ネ ス ソ フ トコ ー ナ ー

  (ジ ャ ン プ コ ー ド:1NECBS#3#1)

TEL受 付 時 間 :10:00～12:00

        13:0017:00

        (土 、 日 、 祝 日 を 除 く)
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新製品紹介

   英文作成支援 ソフ ト

「英文名文メイキング」
NEC日 本電気株式会社

1 「英 文名文 メイキ ング」 につ いて

 NECで は この度、英文 作成 支援 ソ フ ト 「英 文名

文 メイキ ング」 を開発 しま した。 この ソフ トは、以

下の ような英語 でメールや手紙等 の文章 を書 くと き

の基本的な道具がセ ッ トになった 「英文作成の ため

の道具箱」 です 。

(1)英 作ペン…日本語の単語、句、文を英語に変

      換するツール

(2)例 文バインダー…日英対訳例文を利用するの

         を支援するツール

(3)書 籍 レンズ…市販のCD-ROM書 籍を検索 し

       て表示するツール

 各道具は独立に利用できるだけでなく、ツールど

うしを自在に連携することもできます。また、この

ソフトは皆 さんが通常お使いの文書作成環境にア ド

オンして連携 させることができることを大きな特長

としています。英語文書作成の際にお使いの環境に

常駐 させてお使い頂 くと効果的です。以下に各道具

の特徴について御紹介 します。

 な お 、この ソフ トはパ ッケージソフ トと して販売

して い るほか 、今 年の5月 以 降 に発 売 された 「98

MATE X」「ValueStar」 等 に 「英 文名文 メ イキ ング

Light(機 能 縮小版)と して プ リイ ンス トー ル も さ

れてい ます 。

2 英作ペ ン

 英 作 ペ ンは、日本語の単語、句、文 を入力 と して

対応す る英語 を得 るための道具です。

 日本語 ワープロで使われ る仮名漢字変換 と同様の

FEP型 ツー ルで、 「変換」「選択」 の繰 り返 しに よっ

て、 日本語 を順次英語 に変換 してゆ きます。例 えば、

「プ レゼ ン トをあ りが とう」 と入力する と自動的に

日英変換ウィンドウが立ち上がって、図1の ように

なります。英作ペ ンでは、日本語 を入力 した直後か

ら変換結果を確定するまでの操作 を変換ウィンドウ

で行ないます。図1で はまず、 「プレゼン ト」、「あ

りが とう」の単語を英単語に変換 します。このとき、

図1に 示すように複数の英訳語候補の中から御所望

の訳語を選択することがで きます。英単語が決まっ

たら文全体の変換を指示 します。す ると、図2の よ

うに入力 した文全体が英語文に変換 されます。この

ようにユーザは仮名漢字変換の感覚でソフ トとや り

とりしなが ら英文を組み上げてゆくことができます。

図1の 段階 と図2の 段階の問はワンタッチで行った

り来たりできます。

 また、英作ペ ンはFEP型 ツールですので、仮名

漢字変換 と同様に他のワープロやエデ ィタなどと組

み合わせて使えます。皆 さんの慣れ親 しんだ任意の

ソフ トウェアから起動をかけることができ、結果は

元のワープロやエディタに取 り込 まれます。仮名漢

字変換 も現在お使いのものをそのままお使いいただ

けます。

 英作ペ ンは豊富な語彙 も備えています。約10万 語

の基本辞書をはじめ、 「目を通す」「腕を振るう」 な

どの日本語独特の言い回しを約1万5千 表現装備 し

た慣用表現辞書を搭載 しています。

3 例 文 バ イ ンダー

 例文を利用するための道具です。英文手紙でよく

使われる表現を約3千 対訳集めた日英例文集 を備え

ています。その例文集を「書き出 しの表現」「本文」「結

びの表現」のように分類 しツリー形式で表示 し、そ

れぞれのカテゴリーから例文を選択 してゆけば英文

レターが完成するような工夫が してあります。選択

した例文は、メールソフ トやワープロなどにワンタ

ッチで取 り込んで利用することができます。

 欲 しい例文がなかなか見つからないときには、任

意のキーワー ドを指定 して検索することもで きます。
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検索の結果集まった例文は新 しい例文集として保存

することもできます。 もちろん全 く新規に日英対訳

例文を作成 して保存することもできます。

 例文を編集する際には例文バインダーから英作ペ

ンに起動をかけてその日英変換の結果を利用すると

いう連携 も可能です。また、英作ペンの変換 ウィン

ドウに入力された文字列の中から検索キーを自動的

に認定 し、例文バインダーの例文集からキーにヒッ

トする例文を検索することもできます。図3に 図1

の英作ペ ン日英変換ウィンドウから例文バインダー

の検索をかけた結果の表示例を示 します。

デ ィス ク空 き容 量:31メ ガ バ イ ト以上

必 要機 器:マ ウス、CD-ROMド ラ イブ

[標準価 格]19,800円(税 別〉

[お 問 い合わせ先]

NECパ ソ コンインフォメー シ ョンセ ンター

フリーダイヤル:0120-60-9821

   受 付 時間…9:00～17二 〇〇(祝祭 日を除 く)

4 書籍 レンズ

 市販のCD-ROM版 の辞書を検索 し表示するビュ
ーア ソフ トです。和 英、英 和辞書 は もちろん、

EPWINGI.0規 約に準拠 したCD-ROM書 籍であれ

ば、モノクロ図版データの表示や音声データの再生

も行なえます。

 書籍 レンズでは皆 さんのお使いになる様々な場面

に対応 した検索方法を提供してい ます。例えば、検

索文字列に活用変化 している英単語が指定 された場

合、活用形を原形に戻 して検索を行ないます。 また、

検索文字列 として複数の英単語が指定 されると、空

白で区切ってそれぞれの単語の検索を行ないます。

検索結果の表示画面の中に出て くる文字列を範囲指

定 してワンタッチで別画面に検索結果を表示するこ

ともできます。

 他の道具と連携させて使用することもできます。

例 えば、英作ペンで英文を作成している時、分から

ない単語を指定 して書籍 レンズに起動 をかけること

もできます し、例文バインダーから書籍 レンズを起

動 しCD-ROM書 籍を検索することもできます。

あ りが とう

5 動作環境 とお問い合わせ先

thank you very much(for)〔 重 詞]

thanks(for)          [重カー司]

apprθciate           [重カー司]

[動作環境]

本ソフ トウェアは以下の環境で動作 します。

図1 英作ペンの変換段階(そ の1)

日 英1:文 書 一 ローf:,f:・

隣 「 「 「 「 「 「,一「輻「菅F

Thankouforaresent

図2 英作ペ ンの変換段階(そ の2)

■弊社の新製品ラインアップ
に関してお便りを頂き感謝
しております.

■弊社の新製品ラインアップ
に関してお便りを頂き■■■

■ こざいました.

■新しいxa4-e型 スーバ
ーコンピュータが貴社に御

提供できる利益について御
説明する機会を与えて下さ
り 改めて御礼申し上げま
す.

■弊社のしANイ ンフラの再
編成の必妻性を御説明頂く

We WOUO脈e to tha団 くr⊃u for

your letter concerning our

new product line-up.

膠shank四u for rour letter

concerning our new Drnduct

line-up.

 flank ynu again for gihng us

出sopportuntty tD e刈〕囹n the
benefits a new R44‐e

supercompiRer can proNde
for your company.

.Thank殉u ra your letter

e>alainina why we neetl to

機種

os

メモ リ

:PC-9800シ リ ー ズ 、

DOSIV対 応 機(IBM PC!AT互 換 機)

:Windows 95日 本 語 版 、

WindowsNT 4.0日 本 語 版

:4メ ガ バ イ ト以 上(OSを 除 く)

t禦 露嚇
ら～できません
」のような内容
が続く

図3 例文バインダーの検索結果表示例

・Microsoft
. Windowsは 、 米 国Microsoft Corporation

の 登 録 商 標 で す 。
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海タ獄 ユース

Bill Gates氏 、 MTに つ い て 語 る!

 「一 つの世界語が望 ましい 、いや、 む しろ必 要だ、

という時代が来 る と思い ますか。 また、 インター ネ

ッ トによってそ うなると思い ますか」 とい う質問に

対 してBil且Gates氏 は 次の ように答えている。

 イ ン ターネ ッ トで世界 は小 さくな り、共通語 の価

値が増 して いる。 それで 第2言 語 と しての英語 の重

要性が強 まっている。 しか し私は、英語が他の言語

に取 って代 わった り駆逐す るの を望 まない。技 術面

か ら見 て、 イ ンターネ ッ トにおいては英語が他 の言

語 よ り優れ てい る という理由 は見出せ ない。

 す べ ての 表記言 語の文 字 を表 示 で きる"Unicode"

と呼 ばれる技術が先端的 なウェブ ・ブ ラウザで使 わ

れてい る。 コ ンピュータ産業 において広 く支持 され

て きた"Unicode"は 、 各文字 を8bitで は な く16bitで

表 わす。 これ に よ って"Unicode"は65,535文 字 を表

す ことがで き、英語 、スペ イン語、 フランス語 、 ド

イツ語 、ポ ル トガル語、 アラビア語、ヘブ ライ語 は

い うに及 ばず 、中国語や 日本語の ような言語のすべ

ての文字 を取 り扱 うことがで きる。

 イ ンター ネ ッ トはアメリカで成長 したので、英語

の比率が非常 に高い。英語が読め ない と得 られない

情報があ る。 それで英語圏外の国 々を滅ぼすのでは

ないか とい う考 えは理解で きる。幸 いイ ンターネ ッ

トは人種的価値の強化 にも役立つ。例 えば世界 中に

散 らば った仏、独、伊、中等の民族 の伝統 を祝 い、

結束 を強め るの に も使 える。

 翻 訳 ソフ トが文書で も話 し言葉で も上手 に翻訳 し、

共通言語や第2言 語の必要性が低下す る ときが いつ

かは来 るだろう。完全 な機械翻訳 は大変 むず か しい

問題であ るか ら、それは数10年 先で あろ う。

 私 は機械翻訳 について楽観的であ る。我が社で は

年間2億 ドル をい ろいろ な言語への ソフ トに使 って

いる。テキス トを機械 にかけれ ば立派 な翻訳 になっ

て返 って くるように して もらいたい もの だ。

 知 的で役 に立つ翻訳 ソフ トはすで にあ る。 これで

訳 された ウェブ頁 を読 むと、 どん な製品があ るか 、

何が論 点 なのかな どが驚 くほ どよ く理解で きる。 し

か し、契約の交渉や科学の発見 についての討論の よ

うに微 妙 なことが重要であ る場合 には、今 日の翻訳

ソフ トは全 く役立たない。

 英語 が国際通信の共通 語 としての価値 を長い間 も

ち続ける ことを期待 している。

(THE JAPAN TIMES・MONDAY, JULY7,1997よ り)

海 外 ニュース

LISA Newsletterよ り

LISAの 機 関 誌"LISA Newsletter"の'97年8月 号 に 、 下 記 の 記 事 が 掲 載 さ れ て い る 。

(1)         Rising to the Challenges of Asian
         Translation and Localization

      From the Double Byte Abyss to the Virtual Pet Psyche
Minako O'Hagan, School ofCommunications and Information Management, Victoria

         University of Wellington, New Zealand

The localization industry has so far been largely concerned with the"technical"aspects of Asian localization, such as

double byte character enabling. However, now that the industry is rapidly learning the ropes and the user market is

maturing, the weight of concern seems to be shifting more towards"cultural"dimensions. How should the industry deal

with this issue?This article looks into possible answers and links them to future challenges on the horizon.
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(2)       Software Conversion for the

           Chinese Market

Introducing Code Scanning and AI for Translation

  Dr. Lloyd Yam, Timeless Software Limited

Timeless Software has developed tools for simplifying localization into Chinese featuring code scanning for displayed

strings and artificial intelligence to aid in the editing of Chinese sentences. Timcicss also provides an easier way for the

user to input Chinese than by the standard methods.

(3) LISA IATT Workshop Summary

Integrating Advanced Translation Technology

     Washingron DC,3-4 June 1997

Auhe LISA Workshop on[ntegrating Advanced Translation Technology, hcld immediately befbrc thc LiSA Forum

General Meeting in Washington DC,62 people from all over the world gathered to examine how translation technology

tits into the multilingual documen!pr()duction chain. In-depth presentations by k,ols vcnd【)rs and customcrs(,rl℃red

real‐life insights into needs, problems, solutions and benefits. The following article gives some of the highlights of the

Workshop.

(4)             The LISA Forum‐ASIA

August 6-8,1997 in Beijing, The people'sRepublic ofChina

Hosted by WORD HOUSE, Hewlett Packard and the China State Bureau ofTechnical Supervision inconjunction

    with the TSTT'971nternational Conference on Terminology, Standardisation and Technology Transfer
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